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第六章 　編年史的にみた日本社会学
　　　　昭和期（太平洋戦争終結まで）の特質─軍部ファシズムの時代　　 昭和初期から終戦時までの概略　　 昭和期（終戦まで）の社会科学文献昭和期（太平洋戦争終結まで）の特質──軍部ファシズムの時代。大正十五年昭和元年（一九二六）大正十五年十二月二十五日
─
大正天皇（四十八歳）は没し、摂政・
裕ひろ
仁しと
親王が
践せん
祚そ
し、昭和と改元した。出典は「書経─
堯ぎょう
典てん
」の「百姓昭
明、協
二和万邦
一」 （ひやくせいはしようめいにして、ばんぽうをきようわす
─
引用者）
（
1）
である。
一月中旬、京都帝大の学生の検束を皮切りに、全国の社会科学連合会 学生らが、治安維持法・出版維持法・不敬罪で起訴された。同月下旬、
第一次若槻内閣が発足した。
三月、政友会総裁・田中
義ぎ
一いち
（一八六三～一九二九、山口県生まれの軍人・政治家、長州軍閥の巨頭）の政界入りの資金は、陸軍の機密費を横
領したものと、陸軍主計
三さん
瓶べ
俊治が告発し、のち同人を調べた石田基検事は変死体で発見された。
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十月、日本農民組合が分裂し、十二月上旬、日本労農党を結成した。このころ、山形県の五色温泉において、共産党を再組織するための第三回
大会がひらかれ、中央委員がえらばれた。
［文化・学問・教育］三木清の『パスカルに於ける人間の研究』刊行。川端康成の『伊豆の踊子』成る。吉川英治の「鳴門秘帖」の連載はじまる（ 『毎日新聞』 ） 。昭和二年（一九二七）二月、大正天皇の大葬がおこなわれた。三月、 「渡辺銀行」 （東京）と「あかぢ貯蓄銀行」が突然休業したために、銀行のとりつけ騒ぎが拡大し
た。四月、政友会の田中義一が内閣を組織した。憲政会と政友本党が合同して、立憲民政党を結成した。大山
郁いく
夫お
（一八八○～一九五五、大正・
昭和期の社会運動家、早大教授）は、前年（一九二六） 「労働農民党」の中央執行委員長となるが、この年大学教授たると政党の党首たることは両立しない、といった理由で、早大当局より退職勧告（教授をしりぞき講師となる）をうけ、これに抗議する全学的ストライキがおこった。大山いわく。 「私が早稲田に容られなくなったのは、私の日頃の理論のためであり、その理論に基礎づけられた私の主張のためであり。更らにま 、その主張の具現として 私の実践のためであるといふより外に途 ないものであって… と語っている（大山郁夫「早稲田の学徒に與ふ」 『改造』所収、昭和２・３）
五月、蔣介石のひきいる中国国民政府軍の北上を阻止するため、居留民保護を口実に、田中首相は山東出兵（第一次） 命じた。また田中内閣
は、大陸積極策を決定した（東方会議） 。これにより日本の満蒙にたいする独占支配策が らかに った。
十一月、名古屋第三師団練兵場
（
）
でおこなわれた陸軍の大観兵式のさいに、二等兵・北原泰作（水平社社員）は、軍隊内における身分差別を天皇
に直訴し、この結果、軍法会議にかけられ、懲役一年の刑を科された。
十二月、上野・浅草間（二・六キロ）に地下鉄が開通した。［文化・学問・教育］芥川龍之介の自殺。岩波文庫の刊行がはじまる。
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昭和三年（一九二八）軍ファシズムの足音が聞こえだす。一月から四月ごろにかけて、石浜知行（九大） 、河上肇（京大） 、大森義太郎（東大）ら、進歩的教授らは、
大学から追われた。
二月、第十六回総選挙が、最初の普通選挙法として実施された。このとき共産党員は公然と活動をはじめたので 三月田中内閣は一道三府二七
県において一六○○余名を逮捕し、約四○○名を起訴した（三＝一五事件） 。このとき佐野学、野坂参三らは逮捕をまぬがれた。巨頭・佐野学のばあい、追わるるものの第六感とでもいうのか、いっせい検挙の前日に「しばらく旅行してくる」と家の者にいって、それっきり帰宅しなかった（鈴木猛『佐野学一味を法廷に送るまで』警友社、昭和６・
11） 。
五月、
済さい
南なん
事件
─
第二次山東出兵ちゅうの日本軍が、済南入城の中国国民政府軍と戦闘をはじめ、これを契機に排日運動が激化した。
六月、張作霖（北方軍閥）が反日態度をとりはじめたので、関東軍の参謀・河本大佐により、乗用列車が爆破された。同月、緊急勅令をもって
治安維持法が改正された。七月、内務省警保局保安課が強化され、各府県の警察に「特別高等課」 （ “特高” ）が設置され、思想犯弾圧を強化しこれにより、 “特高”の恐怖時代が到来した。
この年、日本共産党の秘密結社事件に関連して、労働農民党
（
3）
、無産者青年同盟、日本労働組合評議会などが解散させられた。
［文化・学問・教育］
『世界大思想全集』 （春秋社、一一八巻、一月） 、 『明治文化全集』 （日本評論社、三○巻、十月）の刊行はじまる。台北帝国大学が発足。
昭和四年（一九二九）労農党京都府委員で代議士の山本宣治（一八八九～一九二九、大正・昭和期の生物学者・政治家）は、
治安維持法改正案が通過した三月五日の夜
─
東京神田の宿舎で、右翼団体「七生義団」の黒田保久二に
よって刺殺された。山本宣治こと“
山やま
宣せん
” （治安維持法の事後承諾案に反対した唯一の議員）は、こうし
佐野学
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てテロにより非業の死をとげた。
四月十六日、全国的に共産党関係者が逮捕された（四・一六事件） 。上海から共産党の再建を指導していた佐野学は、同地において日本官憲に
よって逮捕され、のち無期懲役の判決をうけた。六月、日本政府は、中国国民政府を正式に承認。
七月、浜口内閣が成立。十月、生糸の価格が暴落。十一月、朝鮮の広州において、反日学生運動がおこり、全国にひろまった。［文化・学問・教育］島崎藤村の「夜明け前」の連載が、中央公論において開始 小林多喜二の『蟹工船』 、徳永
直すなお
の『太陽のない街』成る。林芙美子の『放浪記』 、
『コンサイス英和辞典』 （三省堂）刊行。
昭和五年（一九三○）三月、 「全国労農大衆党」 （労農党、全国大衆党、社会民主党 左派の一部が合同したもの）が結成された。四月、ロンドン軍縮会議（主力艦 制限条約についで補助艦の制限をおこなうことを目的とする）に、主席全権の若槻礼次郎が調印。 れによ
り米・英の補助艦保有量比は、一○とすると、日本は六・九七と定められた。鳩山一郎は、政府が軍令部の反対を無視して調印したのは“
統とう
帥すい
権けん
干かん
犯ぱん
” （帝国憲法では、天皇が陸海軍を統帥する。陸軍の参謀本部と海軍の軍令部は、議会から独立していた）であると非難した。
九月、橋本欣五郎中佐を中心とする「桜会」 （国家改造を目的とする）が結成された。十一月、浜口首相、右翼によって東京駅において狙撃さ
れた。同月、台湾の
霧ム
社シャ
で数度にわたり台湾人（高砂族）が反乱をおこし、約千名の蕃族が日本軍によって殺害された（霧社事件） 。
この年は、農村の不況が深刻化し ついで恐慌が到来した。大阪や東京に、女給のついたカフェが出現した［文化・学問・教育］大仏次郎の「ドレフュス事件」の連載はじまる（ 『改造』四月） 、九鬼周造の『 “いき”の構造』 、渡辺大濤の『安藤昌益と自然真営道 刊行昭和六年（一九三一）三月、陸相宇垣
一かず
成しげ
を首相にしようとする、軍部のクーデター未遂事件がおこる（三月事件） 。これは桜会の橋本欣五郎、大川周明らが企てた
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もので、宇垣が離脱したことにより失敗した。
四月、第二次若槻内閣が成立した。六月、黒龍会を中心とする右翼勢力は、内田良平（一八七四～一九三七）を総裁として「大日本生産党」を
結成し、満蒙独立運動を推進 。
九月、柳条湖事件（関東軍による鉄道爆破事件）をきっかけに満州事変がおこる。十月、三月事件に失敗した橋本欣五郎ら桜会のメンバーは、
荒木貞夫を首班とする軍部独裁制を組織しようとしたが失敗した（十月事件） 。
十一月、
犬いぬ
養かい
毅つよし
（政友会総裁）が、立憲政友会内閣を組織した。
この年、東北六県をおそった“冷害”による凶作と農民らの“借金”により、娘の身売りがさかんにおこなわれた。昭和七年（一九三二）一月、第一次上海事変おこる。日本海軍の陸戦隊が上海 おいて、中国の一九路軍と戦闘状態に入った。二月、井上準之助 前蔵相）が、選挙
演説ちゅうに射殺された（血盟団事件） 。リットン調査団の来日。
五月一五日、海軍青年将校らは 農村青年や右翼団体とむすび、軍部による独裁政権の樹立をめざして首相官邸・政友会本部・警視庁・日本銀
行などを襲った。犬養毅はこのとき暗殺され、政党政治はここに終えん 迎えた（五・一五事件） 。内閣は総辞職し、斉藤実内閣が成立。九月、河上肇が共産党に入る。十月三十日、日本共産党の全国代表者会議は熱海で開催され が、スパイ“松村”のために、中央委員の大半 逮捕され
た。東京では、岩田義道（中央常任委員、三十五歳）が党内スパイのために検挙され、のち無残な拷問のために死亡した（熱海事件） 。
［文化・学問・教育］山本有三の『女の一生』成る。大槻文彦の『大言海』の刊行はじまる。昭和八年（一九三三）一月、日本軍が華北侵攻を開始し、山海関を占領。東京商大教授・大塚金之助は、伊豆湯ヶ島で検挙
政友会総裁・犬養毅
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された。二月、小林
多た
喜き
二じ
（一九○三～三三、昭和期の小説家、日本共産党員）は、赤坂溜池附近で街頭連絡ちゅうをスパイの密告により、築地
署員によって逮捕され、その夕刻、警視庁特高課員の言語に絶する拷問により虐殺された。享年、二十九歳であった。三月、熱河省の省都・承徳を占領。国際連盟脱退。
五月、政府は京大教授・
滝たき
川かわ
幸ゆき
辰とき
（一八九一～一九六二、昭和期の法学者）の『刑法講義』 『刑法読本』 （大畑書店、昭和７・６）を共産主義的
であるとし、同人 休職を命じ、法学部教授会は学生とともにこれに抗議した。法学部教授会の三十一名ちゅう十九名が辞職し （京大滝川事件） 。
六月、無期懲役刑で市ヶ谷刑務所で服役ちゅうの日本共産党の巨頭・佐野学（一八九二～一九五三）と
鍋なべ
山やま
貞さだ
親ちか
（一九○一～一九七九）は、獄
中で転向声明を出 多年にわたる極左運動の誤まりを告白し、政府の中国侵略戦争を支持した。両人の転向は、その後の“大量転向”のきっかけをつくった。
七月、神兵隊事件（右翼のクーデター未遂事件）おこる。十二月、皇太子
明あき
仁ひと
が誕生し、五万人の受刑者に減刑恩赦がほどこされた。
昭和九年（一九三四）三月、満州国で帝政が実施され、執政
溥ふ
儀ぎ
が皇帝になる。鳩山文相が綱紀問題で辞任。函館市の大火（二二六○○戸焼失） 。六月、文部省に思
想局をおく。七月、斎藤内閣に代わり、岡田啓介内閣が成立し
八月、
戸と
坂さか
潤じゅん
（一九○○～四五、昭和期の哲学者、のち治安維持法により逮捕され、獄死）が、思想不穏の理由で法政大学講師を免職となる。
十一月、陸軍青年将校によるクーデター計画未遂事件。十二月、米 国務長官ハルに ワシントン海軍軍縮条約廃棄を通告。
［文化・学問・教育］佐野学「
所いわ
謂ゆる
転向について」 （ 『中央公論』五月） 。
昭和十年（一九三五）二月、三菱重工業が 六式艦上戦闘機の試作飛行をおこなう。
菊きく
池ち
武たけ
夫お
（一八七五～一九五五、昭和期の陸軍軍人、のち貴院議員）は、貴族院
において美濃部達吉（一八七三～一九四八、明治から昭和期にかけての憲法学者）の“天皇機関説” （主権は国家にあ 、天皇は国家を代表する
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最高機関にすぎないとする説）を攻撃した。
三月、
袴はかま
田だ
里さと
見み
（一九○四～九○、昭和期の社会運動家）が逮捕され、共産党の指導部は壊滅した。四月、美濃部達吉の『憲法撮要』 （有斐閣、
大正
1）など三著が発禁となった。
四月、満州国皇帝の来日。八月、政府は“国体明徴” （ 「わが
国こく
体たい
は、天孫降臨の際
下くだ
し
給たま
える
御ご
神しん
勅ちょく
により明示せらるるところにして……」 ）
についての声明を発表。永田軍務局長が相沢三郎中佐によって斬殺された。
この年、東北地方の凶作はつづき、娘の身売りがさかんにおこなわれた。 “
国こく
体たい
” （天皇統治の観念を中心とする国のあり方）といった、あまり
聞き慣れぬことばが、最んに用いられるようになった。また息苦しい世相のなかで、カフェがブームとなった。
［文化・学問・教育］七月、東京商大の杉林助教授の学位請求論文が不合格となり、同人と学生が抗議行動をおこす（東京商大事件） 。日本ペンクラブが発足し、初
会会長に島崎藤村が就任。湯川秀樹が、中間子論を発表。
昭和十一年（一九三六）一月、日本は、ロンドン軍縮会議からの脱退を通告。二 二十六
─
東京は早暁より大雪。この日、近衛第三連隊、歩兵第一、第三連隊の兵
ら約千四百名は、早朝の非常点呼であつめられ、首相官邸・警視庁・内務省・参謀本部・陸軍省などを襲い、内大臣斎藤実、教育総監・渡辺錠太
郎、蔵相・高橋是清らを殺害し、侍従長・鈴木貫太郎に重傷をおわせた（二・二六事件） 。叛乱軍にたいする帰順ビラは、二十九日に飛行機上からまかれた。
下士官兵ニ告グ一 　今カラデモ遅クナイカラ原隊ヘ帰レ二 　抵抗スル者ハ 　全部逆賊デアルカラ射殺スル三 　オ前達ノ父母兄弟ハ 　国賊トナルノデ皆泣イテオルゾ
　　　　　　　　　二月二十九日 　　戒厳司令部
菊池武夫
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三月、近衛文麿が組閣を命じられたが、同人が辞退したために、広田弘毅内閣が成立した。五月、民政党の斎藤
隆たか
夫お
（一八七○～一九四九、大
正・昭和期の政党政治家、東京専門学校をへてエール大でまなぶ、のち弁護士）は、
粛しゅく
軍ぐん
（軍の内部を粛清する）演説をおこなった。
「一部の単独意志によって、国民の総意が
蹂じゅう
躙りん
せらるるが
如ごと
き形勢が見ゆるのは、
甚はなは
だ遺憾千万の
至いた
りに
堪た
えないのであります。それでも国民
は沈黙し……
（
4）
」
同月、中野
正せい
剛ごう
（一八八八～一九四三、大正・昭和期の政治家）は、国家主義的な政治結社「東方会」を結成し、みずから盟主となり、日本的
なファッショ政党をつくろうとした。七月、陸軍軍法会議で、二・二六事件の関係者らに判決がくだる。死刑十七名。
皇道派の青年将校らによる軍事クーデターは、上層部の野心家らの裏切りにより挫折した。叛乱軍にちゃんとした指揮者がいないため、計画に
そごを来たし失敗したのであるが、この事件が契機となり、軍部独裁体制が確立した。
死刑の判決をうけた元陸軍一等主計・磯部浅一の獄中日記「なにオッー、殺されてたまるか、死ぬものか、……成仏するものか 悪鬼となって
所信を貫徹するのだ」 。
八月、ベルリンで第十一回オリンピック大会を開催。十一月、ベルリン おいて 武者小路駐独大使とリッペントロップ外相とのあいだで「日
独防共協定」に調印した。
昭和十二年（一九三七）一月、浜田
国くに
松まつ
（一八六八～一九三九、明治から昭和期の政党政治家、東京法学院［中央大］をへて弁護士、衆院議員となる）は、第七○議会
で軍部の横暴を批判するとともに、寺内陸相と“腹切り問答”をおこなった。
  ─
独裁強化の政治的イデオロギーは、常に
滔とう
と々う
として軍部の底を流れている（浜田）
  ─
そのようなことはない。何かの幻影にまどわされておるのではないか。浜田君のいまの演説には、軍人侮辱の言辞があった。これは遺憾である
（寺内）  ─
ナニッ、我輩の演説のどこが軍人侮辱だ。速記録を調べてみろ。侮辱があれば、僕は割腹して謝まる。なければ君が割腹せよ（浜田）
16（9）
社会学伝来考
浜田が奮然として陸相を相手にいい放ったこの演説は、拍手をもって迎えられたが、議場は混乱した。同月、広田内閣は総辞職し、翌二月、陸軍大将・林銑十郎内閣が成立した。しかし、五月、同内閣は総辞職した。六月、第一次近衛文麿内閣の
成立。七月、政府は華北への出兵を決定。その後中国軍と本格的な戦闘状態に入った。蘆溝橋で日中両軍が衝突した。八月、上海で日中両軍が交戦（第二次上海事変） 。九月、 「国民精神総動員実施要綱」 （内閣訓令）が発令された。
十月、日独伊防共協定の成立。日本軍、上海を占領。十一月、日本軍は南京に迫り、同市を占領すると 敗残兵および一般市民を大虐殺した
（南京虐殺） 。
十二月、東大教授・
矢や
内ない
原はら
忠雄（一八九三～一九六一、大正・昭和期の経済学者）の「国家の理想」 （ 『中央公論』昭和
1・９）と『民族と平
和』 （岩波書店、昭和
11・
6）がにらまれ、矢内原は長与総長の手もとに辞表を提出し、自発的に辞職した。同月、反ファッショ人民戦線を企図
した山川均、荒畑寒村、加藤勘十、向坂逸郎、猪俣津南雄ほか四○○余名が、検挙された（人民 線事件［第一次］ ） 。
［文化・学問・教育］永井荷風の「濹東綺譚」の連載はじまる（ 『朝日新聞』 ） 。文部省『国体の本義』を学校や諸団体にくばる。井伏鱒二『ジョン万次郎漂流記』刊
行。
昭和十三年［一九三八］一月、井上一座の演出担当者・杉本良吉と岡田
嘉よし
子こ
（一九○二～九二、昭和
期の女優）は、
樺カラ
太フト
の国境をこえ、ソ連に亡命した。同月、 「国民政府を相手
にせず」との近衛声明が出る。
二月、大内兵衛・美濃部亮吉ら労農派の教授グループが逮捕された（第二次
人民戦線事件） 。 “国家総動員法”は、衆議院の特別委員会においてなかなか通過せず、委員会の質問にたいして、陸軍省の軍務課長・佐藤賢了中佐は「だまれ！」と叱咤して、会議は紛糾した。
発禁になった矢内原忠雄の「国家の理想」
（『中央公論』）。
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国家総動員法とは、戦時にさいして、国防目的達成のため、人的および物質資源を運用できる法律であり、四月に公布された。三月、メーデーはいっさい禁止 れた。四月、 「国家総動員法」が公布された。九月、ゼロ戦の試作を完成。十月、東大教授・河合栄治郎（一八九一～一九四 、大正・昭和期の社会思想家、経済学者）の四著が発禁処分をうけ、同人はのち休職となる。
日本軍、広東・武漢を占領。十一月、近衛首相、 “東亜新秩序建設”声明を発表。十二月、汪兆銘は重慶を脱出し、ハノイにむかい、対日和平案を発表。
［文化・学問・教育］岩波新書の創刊。火野葦平の『麦と兵隊』刊行。昭和十四年（一九三九）一月、近衛内閣が総辞職し、平沼
騏き
一いち
郎ろう
内閣が成立した。二月、東大総長・平賀
譲ゆずる
（一八七八～一九四三、大正・昭和期の造船工学者
─
戦艦
陸奥、
長なが
門と
の設計者）は、河合・土方両教授の罷免を文相に上申した。三月、大学の軍事教練が必須となる。五月、日本軍ノモンハンにおいてソ
連軍に惨敗する。七月、アメリカは日米通商条約の破棄を通告。八月、平沼内閣が総辞職し、阿部信行内閣が成立した。独ソ不可侵条約が調印された。十二月 朝鮮総督府は、朝鮮人に 本名を名乗ること 命じた
この年、軍事教練が必須科目となった。昭和十五年（一九四○）一月、阿部内閣が総辞職し、米内光政内閣が成立した。二月 民政党の衆議院議員 斎藤隆夫は、第七十五議会で、日中戦争の泥沼化にともな
う近衛声明を非難した。斎藤は支那事変の長期化にともない、近衛声明に疑念が生じていること、国民の払った犠牲を忘れて事変処理の内容はない、などといい、さらに反軍的な演説をおこなった。その大部分は、速記録から削除されたため、こんにちその全文は明らかでない。
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  ─
（近衛声明は）現実を無視し、
唯ただ
、いたずらに聖戦の美名に
隠かく
れて国民的犠牲を
閑かん
却きゃく
し、
曰いわ
く国際正義、
曰いわ
く道義外交、
曰いわ
く共存共栄、
曰いわ
く世界
の平和、
斯かく
の
如ごと
き雲を
摑つか
むような文字……」
斎藤は、当時としてはまれにみる気骨ある政治家であったが、このときの演説が命とりとなり、軍首脳部と右翼議員らによって除名処分をうけ、
国会から追放された。
同月、津田
左そ
右う
吉きち
（一八七三～一九六一、大正・昭和期の歴史学者、東京専門学校にまなび、のち早大教授）の四著（ 『神代史の研究』大正
13・２、 『古事記及日本書記の研究』大正
13・９、 『日本上代史研究』昭和５・４、 『上代日本の社会及び思想』昭和８・９）は、皇室の尊厳を冒
とくするものとして発禁処分をうけ、版元の岩波書店主とともに起訴された。
三月、汪兆銘は南京において、国民政府を樹立した。六月、砂糖やマッチの切符制 実施された。七月、米内内閣は総辞職し、第二次近衛内閣
が成立。全政党の解党がおわった。九月、日本軍が北部仏印へ進駐を開始。ベルリンで日独伊三国同盟が締結された。十月、
大たい
政せい
翼よく
賛さん
会かい
（全体主
義的国民組織）が成立した。十一月、大日本産業報告会（労働者の統制組織。政府はいっさいの労働組織および運動を禁じて新体制運動につとめた）が、設立された。
戦時色がつよまるなかで、この年「紀元二六○○」の祝典が各地でおこなわれた。昭和十六年（一九四一）一月、中日事変がおこって以来、日本軍将兵の道義は、日に日に低下してきたので、東条陸相は、戦場における日本兵の道義を昂揚させるため
に、 「戦陣訓」を下達した。
戦陣訓
序
夫そ
れ戦陣（戦場のこと─引用者）は、
大たい
命めい
に
基もとづ
き、皇軍の
神しん
髄ずい
を発揮し、
攻せ
むれば必ず取り、戦へは必ず勝ち、
遍あまね
く皇道を宣布し、敵をして仰いで
御み
（1）13
稜りょう
威い
（天皇の御威光）の尊厳を感銘せしむる処なり。されば戦陣に
臨のぞ
む者は、深く
皇くわう
国こく
の使命を
体たい
し、堅く皇軍の道義を
持ぢ
し、皇国を
四し
海かい
（世界）に
宣せん
揚やう
せんことを期せざるべからず。 （後略）
四月、ハル国務長官と野村大使とのあいだで日米交渉はじまる。五月、関東軍特別演習をおこなうために、七○万の兵力を動員。アメリカが在
米の日本資産凍結令を公布したのにつづき、イギリス・フィリピン・蘭印も同調する。七月、第三次近衛内閣の成立。南部仏印（サイゴン）に進駐を開始。八月、アメリカは対日石油輸出を全面停止した。
十月、政府は対米英蘭戦争の準備をおえ、連合艦隊に作戦準備を命じた。リヒァルト・ゾルゲ（ドイツ人）を中心とする国際スパイ団が検挙さ
れた。近衛内閣は総辞職し、東条英機内閣が成立した。東条は、首相・内相・陸相を兼任した。
十一月、日米交渉におけるアメリカ側の最終案がしめされた（ハル・ノート） 。それは
─
、
一 　中国と仏印から、日本軍ならびに警察の全面撤退一 　重慶以外の政府を否認一 　日独伊三国同盟の空文化
をもとめるものであった。十二月八日午前六時
─
大本営陸海軍部発表があった。いわく「帝国陸海軍は、
今こん
八日未明、西太平洋において米英軍と戦闘状態に入れり」 。
このあと宣戦布告の詔勅が、国民の耳にひびいた。
「
天てん
佑ゆう
ヲ
保ほ
有ゆう
シ 　万世一糸ノ
皇こう
祚そ
ヲ
践ふ
メル 　大日本帝国天皇ハ 　
昭あきらか
ニ忠誠勇武ナル
汝なんじ
有ゆう
衆しゅう
ニ示ス。
朕ちん
茲ここ
ニ米国
及および
英国ニ対シテ
戦たたかい
ヲ
宣せん
ス……」
開戦のラジオ放送がおこなわれるまえに、す に日本軍はマレー半島に上陸を開始し、ハワイの真珠湾を空襲してい 「大東亜戦争＝太平洋
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戦争」の開始） 。
昭和十七年（一九四二）一月、日本軍はマニラを占領。二月、シンガポールを占領し、 「昭南島」と改称。四月、日本軍ニューギニアに上陸。アメリカの陸軍機十六機
が、東京・川崎・名古屋・神戸などを初空襲した。六月、ミッドウェー海戦において、日本海軍は大敗を喫した。
─
アメリカ海軍機三十機の急
降下爆撃による二ないし四発の命中弾とみずからの爆弾・魚雷の誘爆により、空母の赤城・加賀・飛竜・蒼竜など四隻のほか、重巡洋艦（ 「三隈」 ）一、航空機三二二、兵員三五○○名をうしなった。ミッドウェーの敗戦は、太平洋戦争の大転機を画するものであった（高木惣吉『太平洋海戦史』岩波書店、昭和
4・８） 。
七月、日本軍キスカ島を占領。八月、アメリカ軍ガダルカナル島に上陸。十一月、大東亜省を設置した。［文化・学問・教育］太平洋戦争（大東亜戦争）がはじまると、文壇も“総力結集”し、五月「文学報国会」が結成され、国策に協力した。昭和十八年（一九四三）一月、 『朝日新聞』に掲載された代議士・中野
正せい
剛ごう
（一八八六～一九四三、大正・昭和期の政治家）の「 　戦時宰相論 　」が発禁となった。中
野は執拗に東条批判をおこない、憲兵隊に逮捕され のち釈放されると、自宅で自殺した。
二月、日本軍はガダルカナル島から撤退し 。四月、連合艦隊司令長官・山本五十六は、ラバウル基地からブーゲンビルにむかう途中、米軍機
に襲われ戦死した。日本軍の暗号は、アメリカ側 解読 ていた。五月 木炭や
薪まき
が配給制となる。アッツ島の日本守備隊が全滅。六月、学生
の戦時動員計画がきまる。九月、イタリアが降伏した。十月、学徒出陣壮行会が明治神宮競技場でひらかれ 十一 東京で大亜会議をひらた。参加したのは五カ国（満州国、フィリピン、ビルマ、タイ、自由インド） 。
同月、兵役法が改正され、四十五歳まで徴兵されることになった。十二月、第一回の学徒兵の入隊。徴兵適令を一年さげて十九歳となる。この年、各戦場で日本軍の敗退がつづいたが、報道管制により国民には事実を知らせず、ウソの報道をつづけた。国民生活は窮乏した。
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昭和一九年［一九四四］一月、インパール作戦（対中国補給路の争奪）が認可され、三月に作戦が開始されたが、七月に退却命令が出た。が、ときすでに現地の日本軍
は、雨と病と飢えにより潰滅寸前であった。
二月、東京に“雑炊食堂” （のち“都民食堂”に改称 設けら た。高級娯楽場、劇場、高級レストランの強制閉鎖がはじまった。七月、サイパン島の日本軍玉砕。東条内閣は総辞職し、小磯
国くに
昭あき
内閣が成立した。八月、国民総武装を決定。十月、十七歳以上を兵役に編入。
神風特別攻撃隊（ゼロ戦に二五○キロ爆弾を抱かせ、アメリカの艦船に体当りする）の第一陣「敷島隊」が初出陣した。以後、この方法により陸・海軍の特 機二四八三機が出撃したが、あまり効果はなかった。
十一月、サイパン島より、Ｂ
9による本土空襲がはじまった。十二月、Ｂ
9による東京初空襲。
昭和二 年（一九四五）一月、アメリカ軍フィリピンに上陸。二月、アメリカ 七万五○○○名、硫黄島に上陸し、日本軍は玉砕した。三月、東京と大阪は大空襲をう
けた。四月、アメリカ軍は沖縄本島に上陸を開始した。沖縄戦における日本軍戦没者は、約十一万人、一般住民戦没者は、約九万四千名。アメリカ側の戦没負傷者は、約四万九千名という。四月、アメリカの艦船を撃滅するために 戦艦「大和」以下の日本海軍の残存艦隊は、片道燃料をつんで山口県徳山を出撃し 沖縄にむかったが（菊水作戦） 、山和は徳之島沖合でアメリカの艦上機三○○機の攻撃をうけ、爆弾四発と魚雷十発をうけ沈没した。
ソ連が日ソ中立条約不延長を通告。小磯内閣は総辞職し、鈴木貫太郎内閣が成立した八月、広島と長崎に原子爆弾投下される。ソ連が日本に宣戦を布告。同月十五 、御前会議は、ポツダム宣言（米・英・中の名で発表された無
条件降伏の勧告宣言）を受諾することを決定し、連合国側につたえた。
八月十五日の敗戦とともに、軍人・軍属六○○名ほどがみずから命を断った。十五日の午後五時ごろ、第五航空艦隊司令長官宇垣
纏まとめ
中将は、
十七名の部下とともに大分の航空基地から沖縄の米艦隊にむけてさいご を決行した。
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十六日の深夜、特別攻撃隊の生みの親、海軍軍令部次長・大西滝治郎中将は官邸で自決した。遺書にいわく、
─
特攻の英霊に
曰もう
す。
善よ
く戦いたり、深謝す。 （中略）
吾われ
死を
以もっ
て旧部下の英霊と
其そ
の遺族に謝せんとす（以下略
（
）
）
また飯能の真言宗・観音寺の墓地に、陸軍航空士官学校区隊長
─
陸軍大尉・小野寺謙介の自決の碑がある。同人は昭和二十年九月六日「敗戦
を詫び」て、同墓地で自刃した。小野寺大尉の自決の碑は、平成七年四月に至誠隊二、三区隊有志が醵金して建てたものである。
鈴木内閣が総辞職し、
東ひがしく
久
邇に
稔なる
彦ひこ
内閣が成立した。連合国の先遣部隊が厚木に到着し、横浜に連合国総司令部をおいた。
九月、戦艦ミズーリー号上で降伏文書に調印。十月、治安維持法が廃止され、内務大臣や特高警察官らが罷免された。政治犯約三○○○名が釈
放され、出獄した。幣原喜重郎内閣の成立。十二月、日本共産党第四回大会がひらかれ、徳田球一（一八九一～一九五三、三・一五事件で検挙され、十八年間獄中にあった。のち北京で客死）が書記長に就任した。
その後、昭和二十七年（一九五二）まで日本政府を通じてのアメリカの間接支配がつづき、政治・経済の民主化が推進された。
＊
昭和初期から終戦時までの概況。第一次世界大戦後、わが国は太平洋をへだててアメ カと対峙するよう なり、ことにその後の日本の大陸進出は、英米から警戒をもってみら
れるようになった。わが国が侵略政策をとるようになった は、先進資本主義国としての行きづまりを打解するためでもあった。
昭和という時代は、 “ラジオ放送”とともに始まった
（
6）
ともいわれ、新聞・雑誌などが国内に普及していった。昭和はまたプロレタリア文化の時
代─
不安や動揺の時代でもあった。日本は関東大震災後、慢性的な不況がつづくのだが、それは世界恐慌のあおりを食って、昭和恐慌として爆
発した。
（16）149
ながびく不況と生活の破綻から、ひとびとは
退たい
嬰えい
的、虚無的になってゆく。そういった行き場のない気持のもってゆく先は、エログロ・ナンセ
ンスの世界（卑猥なもの、グロテスクなもの、ナンセンスなものがはやる風俗傾向） 、
相す
撲もう
や野球であった。
不況は日本だけに限ったことではなく、世界各国も共通の不景気に悩んでいた。アメリカでは、小麦や棉花が暴落し、農村は窮乏し、鉄・銅・
自動車の減産がいちじるしかった。その世界的不況 原因は、
金きん
の偏在や銀価の暴落であり、需要と供給のバランスを欠いていた。当時、世界の
おもな金占有国であったのは、アメリカ・フランス・イギリスであり、ついで日本・スペイン・アルゼンチンなどがつづい
（
）
た。
一方、わが国における、左傾運動や自由主義にたいする弾圧は、すでに長い歴史を有していたが、昭和期に入ると、それ 一段と強化されるに
いたった。時代の傾向は、軍国主義・超国家主義へとむかい、わが国はファシズム国家へとあゆみだす。
昭和三年（一九二八）三月五日の夜
─
“山宣”の愛称でしたしまれていた農働農民党の代議士・山本宣治（一八八九～一九二九）は、止宿す
る神田の光栄館において、右翼「七生義団」 団員・黒田保久治によって刺殺された。 “山宣”は、治安維持法改正案の衆議院通過を阻止するために奮闘していた。“山宣”が右翼のテロにねらわれた理由はいくつかあるが、そのうちの一つは、福岡・兵庫・大阪・京都・東京・北海道における警察による拷問の実例をあげ、政府を追及し ことによる。函館警察署において、福島正雄（労働者）は、冬の最中に真裸 四つ
這ば
いにさせられ、取調の刑事
から竹刀でさんざんなぐられたあと、牛の鳴声「もう」といわされ 床まで
舐な
めさせられた。
鉛筆を指のあいだに挟んだり、三角型の柱のうえにすわらせ ひざの上に石を置いたり、
逆さか
さまに天井からぶら下げたり、肋骨のうえをこすっ
て昏迷に陥いらせたりした。
また札幌においては、被告（女性）の十五歳になる娘は、母親の見ているところで、言語に絶する辱しめをうけ、のち公判のとき裁判官もさす
がに顔をそむけた。 “山宣”の追及 たい 、秋田内務次官は「存在せざる事実を前提として これ 対し 所見を述べる必要はありませぬ」といって、拷問の事実を否認した（ 「特高警察黒書」編集委員会編『特高警察黒書』所収、新日本出版社、昭和
・６） 。
同年十月六日
─
“渡政”の愛称でしたしまれた渡辺政之輔（一八九九～一九二八、大正・昭和期の労働運動家）は、小学校を卒業するや直ち
に労働生活に入り のちに創立直後の日本共産党に入党し、その後、逮捕 収監をくり返し、生粋の党員になってゆくのだが、中 へ渡っての帰途、台湾の
基キールン
隆
で警官隊に襲われ、ピストル自殺した。
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政治や経済上の危機がふかまり、社会運動がじょじょに高まってゆく中で、政治家・官僚・軍人・実業家らによる疑獄が相ついでおこった。そ
のため市ヶ谷刑務所は名士らの収監所と化し、 “市ヶ谷別荘”と呼ばれ、大入満員の盛況ぶりをしめした。賞勲局総裁・天岡直嘉は、東京商工会議所頭取ら数名の資本家に勲章をあたえるよう運動した。
前鉄道大臣・小川平吉らは、線路延長の認可にからんで政友会、民政党の議員らとわいろをやりとりし、前文相・小橋
一いち
太た
は、越後鉄道が政府
によって高い値で買いあげられるように運動した。前朝鮮総督・山梨半造は、釜山米穀取引所の利権をめぐって、米商人からわいろをとって起訴された。
三月十五日の未明
─
官憲は、日本共産党弾圧のため、全国にわたる大検挙をおこなった（三・一五事件） 。昭和三年（一九二八）三月二十三
日付の『無産者新聞』 （一四二号）は、このときの事件を報じているが 日本共産党のスローガンは、 「大衆的抗ギで暴圧をはね飛ばせ！」というものであった。
同年二月の総選挙において、労働農民党（共産党系） 約二○万 得票があり、山本宣治（京都）と水谷長三郎（京都）の二名の当選者をだ
した。そして四月下旬にひらく、党大会の準備中、山宣は
厄やく
に会うのである。三・一五事件で捕えられた日本共産党の主な幹部は
─
荒畑勝三
［寒村］ （一八八七～一九八一） 、徳田球一（一八九四～一九五三） 、佐野文夫（一八九二～一九三○） 、志賀義雄（一九○一～一九八九） 、水野
成しげ
夫お
（一八九九～一九七二、獄中で転向） 、野坂参三（一八九二～一九九三）
─
などであった。
プロレタリア作家・小林多喜二が執筆した「一九二八年三月一五日」によると、小樽警察署の壁の落書につぎのようなことばが書いてあった、
という。
三月十五日を忘れるな！共産党 　　万歳！三月十五日を銘記せよ。日本共産党万歳！一九二八・三・一五田中反動内閣を
殺せ8
！
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共産党 　　万歳労働農民万国の労働者 　団結せよ三月十五日を覚えてな。
相変らず日本の植民地
─
朝鮮や台湾においては、民族運動がたえることはなかった。昭和五年（一九三○）十月、台湾の
霧ム
社シャ
の原住民が反日
暴動をおこした。原住民は、警察の課した労役と賃金不払いを不服としてほう起し、警察や学校などを襲い、日本人一三六人を殺害した。この暴動は、軍隊が出勤し、鎮圧された。
一九二九年（昭和四年）十月、ニューヨークのウォール街に発した“大
恐きょう
慌こう
” （生産の急な低下、物価の暴落、支払い不能、破産などをおこす
経済の混乱状態）は、世界じゅうに伝わり、日本もそのパニックの渦のなかに巻きこまれた。企業は、採算をあわせるために、解雇・賃下げ・労働強化などをおこない、労働者の実収賃金はいちじるしく低下した。
失業は増大し、国民生活は窮迫した。産業 合理化は、労働運動を激化した。昭和五年（一九三○）の争議件数は、二二八九件
─
約九万人が
参加し、翌六年には二四五六件と戦前最高の数
（
8）
をしめした。とくに失業者の“帰農”が増加したために、農村はますます窮迫し、凶作のために小
作争議や貧窮した農村の娘が周旋屋にだまされて売られてゆくケースがあとをたたなかった。
とくに東北は大冷害による凶作のために、 六 （一九三一）の米価は、同四年の半値にまで下落した。凶作は零細農民を直撃した。かれら
は飢餓から脱出するために、娘を身売りせざるをえなかった。そこにつけ入ったのは、
女ぜ
衒げん
である。中には悪質なのがいて、十四歳の娘を売者に
売ったばあい、
身みの
代しろ
金きん
は四五○円だが、周旋代や着物代などを引かれると、じっさい農家が受けとる金は、一五○円ほどにしかならなかった。そ
れも借金の返さ でほとんど無くなってしまった。
娘の身売りはあとを絶たず、それは大きな社会問題であった。都会に職をもとめて東北地方から出稼ぎに出かけた者は、昭和六年（一九三一）
の凶作時一万人だったが、三年後の同九年（一九三四）になると約六万人にまでふくれあがった。職業は、芸者・娼妓・酌婦・女給・女中・子守り・女工などであるが、女工に就職できても劣悪な労働条件から、やがて醜業 身をおとしてゆく者が多かった。
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昭和九年十月の時点で、東北六県の出稼ぎ婦女子のうちわけは
─
、
芸者……二一九六 　　娼妓……四五一一酌婦……五九五二 　　女給……三二七一
であった。東北農村の出身である兵を部下にもつ青年将校は、かれらの窮状を知り、やがて“革新”に目覚めてゆく。二・二六事件の遠因のひとつは、疲弊した農村の窮状にあった。
同年九月、日本海軍の長門・榛名・山城の乗組員や洲崎飛行学校の学校長などの中に、共産主義のシンパ（共鳴者）がいることが発見され、軍
関係者を震撼させた。翌昭和八年（一九三三）一月には、左翼の理論的指導者・前京都大学教授河上肇とシンパの東京商科大学教授・大塚金之助（一八九二～一九七七）が逮捕された。二月には長野県下の小学校教員一三八名が検挙された。
五月、野呂栄太郎（一九○○～三四、のち品川警察の拷問により絶命） 、袴田里見（一九○四～九○、戦後出獄） 、宮本
顕けん
治じ
（一九○八～非転向
のまま戦後出獄）などが中心になり、中央委員会がつくられた。
昭和七年（一九三二）一月
─
京城出身の土木作業員・李奉昌は、観兵式から帰る天皇の行列に爆弾を投げつけたが、内大臣の馬車にあたった
だけで天皇は無事であった。李の天皇暗殺は未遂におわった。李の行動は、朝鮮の独立運動家に扇動さ たものであった。犯人は九月に死刑の判決をう た。
秋田県北秋田郡
川かわ
沿ぞえ
村の自作兼小作農の息子として生まれた小林多喜二（一九○三～三三、昭和期の小説家）は、親類の世話で、小樽商業から
小樽高商に通い、その間パン工場
（
9）
ではたらいたり、潜水夫のポンプ押しなどをして苦学した。かれが友人からすすめられ、マルクスやレーニンの
著作をよんだり、種々の研究会に出入りし、プロレタリア芸術理論などを研究するようになり、徐々 左翼思想に染っていった は小樽高商のときであった う 。
昭和六年（一九三一）七月以降、プロレタリア作家同盟の再建のために活動していた小林多喜二は、昭和八年（一九三三）二月二十日に、仲間
の今村恒夫とともに、赤坂福吉町附近 同志と街頭連絡ちゅう、党内に潜入していた特高スパイ三舩留吉の密告によって逮捕され、築地署におい
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て、その日の夕刻、警視庁の特高による言語に絶する拷問により、二十九年の生涯をとじた。
小林の死は、翌二十一日午後三時ごろ、ラジオの臨時ニュースとして放送され、各紙もまたその
死をいっせいに報道した。死因は、警察の発表によると、 “心臓マヒ”ということであったが、これはまったくのデタラメであること その遺体を一目見ればだれにでもわかることであった。
警察側の談話は、つぎのようなものであった。毛利
基もとい
警視庁特高課長談
─
あまり突然のことなので、もしやと心配したが、調べてみると、
決して拷問したことはない。あまり丈夫ではない身体で、必死 逃げまわるうち、心臓 急変をき
たしたもので、警察の処置に落度はなかった。
市川築地署長談
─
殴り殺したというような事実はまったくなく、当局としては、できるだけの手当をした。長い間捜査中であった重要な被疑
者を死なしたことは実に残念
（
10）
だ。
当時の新聞社は、当局の発表をそのままうのみにするだけで、小林の死についての真相を明らかにするべく調査取材をおこなわなかった。目撃者の証言によると、 「大便がしたいとい で、留置人がみんなで小林を抱え 便所につれて行ったら、大小便の代りに、肛門からも前か
らも血が流れ出して便器を赤く染めた
（
11）
」ということである。
死体の解剖は、帝大病院でも慶応病院でも慈恵病院でも拒否されたし、告別式にあつまった知人たちもことごとく逮捕された。小林の母は、むすこの変わり果てた姿にどうこく 。 「ああ、いたましや。いたましや。ほんとうにいたましや」 。彼女は、小林の首をかかえ
ては揺り、かかえては揺り、涙にのどをつまらせていた。
安田博士の検死によると
─
左のコメカミに、二銭銅貨大の打撲傷を中心に、五・六ヵ所も傷痕があり、いずれも皮下出血していた。首に深い
細引（麻なわ）の痕がある。左右の手首 も縄の跡があり、血がにじんでいた。下腹部から左右の膝頭にかけて、墨とベニがら（インドのベンガルに産する“赤色の顔料” ）をいっしょにしたような色でおおわれていた（これは竹刀や鉄棒でなぐった跡か） 。多量の内出血がみとめられた。
陰いん
茎けい
と
睾こう
丸がん
が異常な大きさにハレ上っていた。左右の
股また
のうえに、十五、六ヵ所以上、
釘くぎ
か
錐きり
（畳屋の千枚通しか）を打ち込んだような穴の跡
があった。人さし指は完全に折られていた。
上じょう
顎がく
部の左の門歯が、ぐらぐらになっていた。背中にけったり、なぐったりした痕があった。内臓は
警視庁特高課長・毛利基
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破られ、内出血しているようであった。
小林多喜二をたぶり殺しにした下手人であるが、警視庁の安倍源基特高部長、毛利基特高課長の指揮をうけた
─
警視庁特高課の中川成夫警部、
須田勇巡査部長らのほか、築地署の水谷龍亮特高主任、芦田辰治、小沢果などの特高係たちであった
（
1）
。
昭和四年十月のニューヨークの株価の大暴落により、日本も不況 あおりをもろに喰った。翌五年（一九三○）不景気は、その極に達し、日本
の失業者の数は、三五○万人とも五○○万人
（
13）
ともいわれた。
支配層や軍部は、国内の不況のゆきづまりの打開策として満州を侵略し、それを植民地化することを画策し、昭和六年（一九三一） “満州事
変”をおこし、その結果満州を“王道楽土”といって人をまどわし、 「満州国」をつくったが、侵略戦争は拡大の一途をたどり、昭和十二年（一九三七）の日中戦争、同十六年（一九四一）の太平洋戦争へとつづい
政治的には、大正十三年（一九二四）以降、立憲政治がおこなわれていたが 昭和七年（一九三二）の五・一五事件をもって政党政治はおわっ
た。そして昭和十一年（一九三六）の二・二六事件をもって、日本は軍国主義の波にのまれてゆく。陸軍のこのクーデター以後、統制派が軍の実権をにぎり、日本のファシズムが勢力をはるようになる。
超国家主義や軍国主義が濃くなるにつれて、 “日本精神”とか“国体”とか“日本学”といった表題の書物や小冊子が世間に出回るようになる。昭和七年（一九三二）には、 「国民精神文化研究所」なるものが設けられたが、これはマルクス主義にたいする理論体系をつくるために創設さ
れたものであった。昭和十二年（一九三七）には 文部省に「教学局」が設置された。この一局は、自由主義を排し、政育の戦時体制への即応、国家思想の高揚を監督指導するためのものであった。
教学局は、 『国体の本義』や『臣民の道』などを刊行するのだが、とくに前者は、昭和十二年五月から同十四年九月まで、三十八万部 刊行さ
れた。林銑太郎内閣は、国体
明めい
徴ちょう
（天皇中心の団体観念をはっきりと証拠だてる意）を強調するために、昭和十二年四月はじめ、同書を全国の学
校に配布した。
林内閣のあとを引きついだ第一次近衛内閣も、田中事変勃発後、 “国民精神総動員”を唱え、さらに戦争遂行には国民の団結が必要であること
を説き、 “挙国一致” “
尽じん
忠ちゅう
報国” “
堅けん
忍にん
持じ
久きゅう
”をときの声とし、国民を超国家主義のなかに取りこんでいった。
対外的には日本 孤立は深まる一方、 内的には進歩をはばもうとする反勤化のうごき 顕著になり 学問・思想 自由、大学の自治があやう
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くなりかけてきた。学園からとくに“赤化教授”を追放して、教学（教育と学問）を刷新することが、何よりの思想対策
─
浄化の対象とされた。
昭和八年（一九三三）四月、京都帝国大学法学部教授・滝川
幸ゆき
辰とき
の通俗書『刑法読本』 （昭和７・
６）が発禁処分をうけ、さらに文相鳩山一郎（一八八三～一九五九、戦後公職追放になったが、自民党政権の基盤をつくった）から罷免の要求がだされた。滝川教授の“学説”が、大学において講ずることを許されざるものとし
（
14）
、教授の職から去らしめるのがねらいであった。
鳩山によると、 『刑法読本』の発禁は、私が内務当局を動かして処分を断行させたと、いうことで
ある。 『刑法読本』は、姦通を奨励したり、内乱を是認しており、このような危険思想は民心を、惑乱させ ものである、というのが当局の判断であった。
鳩山が滝川を糾弾した裏には、右翼思想の鼓吹者がいた。その代表格は、
─
蓑みの
田だ
胸むね
喜き
（一八九四～一九四六、大正・昭和期の国家主義者）
菊きく
池ち
武夫（一八七五～一九五五、昭和期の陸軍軍人）
宮沢 　
裕ゆたか
（一八八四～一 六三、衆議院議員、自民党の宮沢喜一の父
などであった。蓑田胸喜は明治二十七年一月二十六日、熊本県八代郡に生まれ、五高を経て、東京帝大文学部に入り、宗教学を専攻し、卒業後法学部に再入学
し、政治学をまなんだが中退した。大学を出てすぐ国士館専門学校教授になったが、大正十一年（一九二二）十一月、慶応義塾大学予科に職をえ、論理学を担当し、昭和七年（一九三二）三月に退職 るまで約十年間在職した。
大正十四年（一九二五） 「原理日本社」 （ 「人生と表現社」と「シキシマノミチ会」との現代史的関連において生まれたものという）
（
1）
を創立し、
共産主義、政党撲滅、帝国大学粛正運動をおこし、自由主義的教授の排撃運動の急先ぽうになった。終戦の翌年、自殺した。
“狂気”とあだ名された蓑田胸喜
大東文化学院教授・宮沢裕
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極右の蓑田は、慶応の学生から“狂気”とあだ名され、黒板にも落書きされた。背はひくく、幾分猫背であったという。話し方にファナティツ
クなものがあり、ひとに気味のわるい印象をあたえたようだ。当時慶応には研究室はなく、教員室は予科、学部とも“大部屋的教員室”であった。かれは人と話をしていないときは、いつも『原理日本』の校正をやっていた。担当科目の論理学の授業では、ほんのちょっぴりそれについて語ったのち、あとはほとんどマルクス・レーニン主義を攻撃することと国体明徴に終始していたらしい。
学期末試験のときは、論理学とはまったく関係のない“国体明徴的作文の題”のようなものを出題した。伝聞によると、明治天皇の御製を三首
かいてあれば、及第点 もらえたという。昭和五年（一九三〇）十一月、浜口
雄お
幸さち
（一八七○～一九三一）が東京駅で右翼によって狙撃されるや、
蓑田は大いによろこび、各教室をめぐって「国賊ついに国士によって誅せられる」と叫んで歩いた。が、間も 予科の教員会でかれの行動が問題になった（奥野信太郎「学匪・蓑田胸喜の暗躍」 『特集文藝春秋 　私はそこにいた』
所収
、昭和
31・
1） 。
菊池武夫は宮崎県の出身である。明治三十九年（一九○六）陸大卒業後、第十六師団参謀、第六十四連隊大隊長、歩兵第十一旅団長を歴任した。
昭和二年（一九二七）予備役となり 右翼団体 関係をもった。昭和六年（一九三一）貴族院議員となり、滝川事件、天皇機関説事件で 、その攻撃の先鋒となった。
宮沢裕は、明治十七年一月広島県沼隈郡金江村（現・福山市金江）の貧しい農家にうまれ、六高をへて東京帝国大学政治学科 卒業 内務省に
入省後、実業界に転じ、昭和三年以来、衆議院議員を六期つと 。昭和十一年（一九三三）内閣調査局参与、同十五年（一九四○）に 鉄道政務次官に就任した。戦後、公職追放になり のち自由党から出馬するが落選し、政界を引退した。元首相の宮沢喜一は、長男である
滝川事件の因をつくったのは、貴族院の菊池武夫や衆議員の宮沢裕（政友会）らであり、昭和八年（一九三三）一月の第六十四議会において
滝川の『刑法読本』を取りあげて攻撃し、赤化教授の罷免を要求した。
四月二十二日
─
文部省は、京大の小西
重しげ
直なお
総長に前年秋に滝川が中央大学でおこなった講演がさしさわりがあること、さらに内務省が発禁処
分にした二著（ 講義 と『刑法読本』 ）を理由に、滝川の休職を要求した。小西総長は、滝川の休職には反対したが、五月二十六日の文官文限委員会の決議により、ついに滝川は大学を追われることになった。こ に抗議して法学部教授、助教授、助手、副手ら 十九名が辞表をだした。が、のちに教授会のきりくずしがおこなわれ、辞表を撤回するものもかなり出た。これが世にいう“京大滝川事件”であ 。
蓑田がやり玉にあげた『刑法講義』と『刑法読本』の所説内容を吟味してみよう。
（4）141
法律は社会の経済状態によって決定される。法律は社会の経済的構造を土台とする上層建築の総体中の一部分にほかならない。犯罪原因の大部分は経
済状態のうちにある。 （ 『刑法講義』三二頁）
無産階級は民族と国境とを超越した団結によって、資本家階級の
束そく
縛ばく
から脱しつゝある。いま無産者は
鎖くさり
のほかに失ふべき何物をももたないが、まさ
に獲得すべき世界をもつ。即ち「あらゆる国々の無産者よ団結せよ」という有名な言葉の生れるゆえんである。
階級的利益の主張も、それが現存の社会の秩序に反抗する限りは犯罪となる。しかも法律は常に現状維持を目的とし、従って保守的である。 （中略）現存の社会秩序を維持しつゝ 組織 変革することは出来ない相談である。この意味において刑罰や保安処分をもってする犯罪との闘争は、実は改
良主義者の空論にすぎない。 （同上、三四頁）
蓑田によると、右に引用した滝川の所説は、正真正銘のマルクス主義思想だという。唯物史観を信奉しているような表現、マルクスの『共産党
宣言』を自説として引用したり、革命を暗示するような言説がまさにそれだという。そして──
従来、女子は経済的、従って法律的に男子に隷属して居た。この関係は婚姻 も反映して居 。即ち婚姻は形式的には男女の和合であ が、実際 に
は男女の闘争である。支配階級的な夫と被抑圧階級的 妻の、家庭内における階級闘争の縮図が婚姻である。 （同上、二六三頁）
結論は必然的に定まって居る。それは一夫一妻制の家庭制度を生んだ経済 消滅、従 姦通罪の消滅でなければならない。 （同上、二六四頁）
この文は、マルクスの階級闘争理論を、結婚・家庭生活にまで当てはめて使っているといい、
姦通0
を必然的産物とする階級闘争の場であるとい
うに至っては、まことにすざましいものがある いう。蓑田の観るところ、先の滝川の言説は、 “姦通奨導論”なのである。
滝川が国粋主義者やファシズム信奉者の“
贖しょく
罪ざい
のやぎ” （
犠
スケープゴート
牲
）となった裏には、ひとの恨みを買うような出来事があったようである。滝川が
京大の講演部長をやっていた き、慶応義塾大学予科の蓑田が講演によばれたのである。呼ぶはずのない右翼の蓑田が、どういうわけか京大にやってきた。
蓑田は、なかなか学者ぶった男であったらしく、マルクス批判をす いった触れこみで、大きなドイツの原書なんかたくさんかかえてきて、
学生の前で講演した。が、学生の反論にあい、かれはこっぴどくやっつけられた。それをやらしたのは滝川では いか と蓑田はおもい、ひじょ
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うに恨んだ
（
16）
。折からファシズムの台頭期であり、政治家をたきつけ、議会で問題にしたために、文部省もほっておけず、滝川を窮地に追いこまざ
るをえなくなった。
滝川事件の主因は、右翼学者の蓑田の恨みを買ったことにあるようだ。昭和八年（一九三三）六月七日
─
第二次日本共産党の巨頭とみなされていた佐野学（一八九二～一九五三、上海で党再建を指導ちゅうに、同
地において逮捕される。戦後早大教授）と鍋山貞親（一九○一～七九、昭和期の社会運動家、各工場の職工をへて日本共産党に入党）は、前年の第一審判決で無期懲役の判決をうけ、控訴中であったが、この日転向（共産主義思想をすてること）声明書を検事局と裁判所に提出した（じっさいは、共同被告と弁護士に書信として出したもの
（
1）
） 。大物党員の転向は、世間を
驚きょう
倒とう
させたばかりか、その後の転向時代の幕あきとなった。
ふたりはなぜ共産主義を捨てるにいたったのか。本当 理由は、両人にきいてみなければわからない。当時もいまも、われわれはかれらの転向
の理由を憶測でいっているだけである。
佐野学は市ヶ谷刑務所に入れられてから、富山
教きょう
誨かい
師し
にたいして、日本の国体・国
民思想・仏教思想についての書物の看読をねがい出た。こういった書物の繙読は、同志による銀行強盗（大森ギャング事件） 直後であったらしく、このころの佐野は共産運動に懐疑をふかめ、煩悶し、何かをさがし求めずにはいられなかったものと察せられるという（中野澄男「佐野・鍋山転向の真相」 『改造』所収、昭和８・７） 。
日本共産党の運動は、
模0
写0
であり、公式適用であり、日本の実情に妥当するものでな
かった、との指摘がある（河野密「佐野・鍋山 転向批判
─
公式主義の破船」 『改
造』所収、昭和８・７） 。佐野と鍋山が『改造』 （昭和８・７）に発表し 「共同被告同志に告ぐる書」 （昭和八年六月八日 　於市谷刑務所）は、弁護士に宛てたものでなく、獄外にいる被告・藤沼栄四郎と難波英夫の両人にだしたものである
（
18）
。
この声明書の冒頭で、両人はつぎのようにのべている。
東京朝日新聞にのった佐野と鍋山の転向記事
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我々が獄中に幽居すること
既すで
に四年、その置かれた条件の
下もと
において全力的に闘争を続けると共に、幾多の不便と危険とを
冒おか
し、外部の一般情勢に注
目してきたが、最近、日本民族の運命と労働階級のそれとの関連、また日本プロレタリア前衛とコミン
タ（テルン）
ーン
（一九一九年にレーニンによってモスクワ
で組織された国際的な労働者組織、各国の共産党を直接指導した
─
引用者）との関係について深く考ふる所があり、長い沈思の末、我々従来の主張と
行動とにおける重要な変更を決意するに至った。
この文は、ふたりが従来の思想や行動をすてたことをはっきり人につたえたものである。俗にいう“転向声明”である。このあとつづく文章は、過去 誤謬をみとめた言辞とそれを訂正した新たな主張とがつづられている。すなわち、コミンテルンを批判し、イン
チキ共産主義思想を清算し、君主制を肯定し、日本主義の信奉者になるといわんばかりの主張である。
のちに佐野 名で発表された「
所いわ
謂ゆる
転向について」 （ 『中央公論』昭和
9・
）は、木下弁護人がじかに本人から聴取したものの大要である。こ
の中で佐野は、コミンテルンと結んで、日本共産党を組織したといい、根本動機は、 「日本の労働者や農民の
…（削除）
…
生活状態を打破」するためであ
ったという。
いまのコミンテルンを見かぎり、共産党に絶縁状をたたきつける決心をし のは、 「激動する国際的、国内的諸情勢に対す コミンタ
マーマ
ン及び
現日本共産党の無能が黙視するに忍びない程
酷みにく
くなったことにある」 （前掲論文）と語っている。
徳田球一の人物素描
徳田と志賀の共著『獄中十八年』
（昭和 ・）。
鍋山貞親
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いま引用したような言葉は、転向のほんとの理由かどうか何ともいえない。果して佐野は本音を吐いているかどうかもわからない。大正から昭和期にかけての著名な社会運動家・徳田球一（一八九四～一九五三）は、三・一五事件（昭和３）で逮捕されたのち法廷と獄内（高
輪署、警視庁、市ヶ谷刑務所、豊多摩刑務所、網走刑務所）で、十八年間のながきにわたって非転向でたたかった筋金入りの共産党員である
（
19）
。が、
収監中の昭和五年（一九三○）佐野、鍋山、三田村、高橋らの“調書”をみせられ、内心ひじょうにおどろい 、と語っている。
　
─
この記録たるや、あいてをなんとかごまかして、すこしでも早く出ようとかんがえ、そのうちにすっかり敵（官憲
─
引用者）の策謀にのって、
早く出るために党の機密もなにもなく、おもいおもいにかってなことをしゃべっている。佐野や鍋山などは党の責任者でありながら、 「自分は党員ではない」とか「党員ではあるが、ほんのちょっとかかわりあったたけだ」とかいっている（徳田球一「佐野学らの裏切り」 （
徳田球一志賀義雄
『獄中十八年』所収、
時事通信社、昭和
・２） 。
佐野はおとなしい学究膚の印象をひとにあたえたようである。人間だれでも、どこかに性格的な弱さがあるのがふつうだが、第一審で無期懲役
の判決がでた時点で、大きな精神的動揺をうけたものであろう。刑が確定すれば 生きて
塀へい
のそとに出られる可能性はほとんどないからである。
佐野、鍋山らは、翌昭和九年（一九三四）五月、第二審判決で懲役十五年の
刑が確定した。転向声明によって被告の刑の量定が左右されたため、 “転向”が一種のはやりとなった。
学園の“赤狩り屋”であった蓑田は、滝川幸辰につづいて、こんどは憲法学
者の美濃部達吉（一八七三～一九四八） 攻撃のほこ先をむけた。昭和十年（一九三五）一月二十二日
─
第六八議会（貴族院）において、男爵・菊地武
夫は、かって滝川幸辰を攻撃したように、こんどは美濃部の“天皇機関説”排撃演説をおこない、衆議員では
江え
藤とう
源九郎（一八七九～一九五七、明治から昭
和期の陸軍軍人、昭和二年［一九二七］予備役少将、衆院議員）が、 『逐条憲
発禁になった美濃部達吉の『逐条憲法精義　全』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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法精義』 『憲法撮要』を“不敬” （皇室に敬意を欠いた言動）として非難した。
江藤はさらに美濃部に追い討ちをかけるように、二月二十七日かれを東
京地方裁判所に告発した。四月九日、さきに述べた二著にくわえて、 『日本憲法の基本主義』が 売禁止となった。
検事局は、美濃部を不敬罪で起訴できないが、出版法違反なら可能であ
ると判断した。江藤の美濃部告 は、九月十七 起訴猶予に決定したが、政府はかれに“学説の誤り”をみとめさせ、事態の収捨をはかろうと 。“天皇機関説”とはなにか。それは、日本の主権（統治権）は国家とい
う法人（人間ではないが、権利・義務の主体となりうる資格をもっているもの）の機関である、といった考え方である。
美濃部によると、 「国ノ元首ト
謂い
フハ 　
尚なお
国ノ最高機関ト謂フニ同ジク 　国ヲ人体ニ比スレバ 　天皇ハ
其その
首脳ノ地位ニ在マスヲ謂フ」 （ 『憲法撮
要』有斐閣、大正
1・４） 。もう一つは、同じく東大教授・上杉慎吉（一八七八～一九二九、明治・大正期の憲法学者）や
穂ほ
積づみ
八や
束つか
（一八六○～
一九一二、明治の法学者、上杉を擁護した）らが主張した天皇機関説であり、日本の主権（統治権）は天皇にあるという考え方であり、天皇制絶対主義の立場をとった。
上杉についていえば、かれの思想の根幹は、大日本帝国は、国家があって天皇があるのではなく、天皇があってはじめて国家がある、というも
のであった。すなわち、上杉によると、天皇す わち国家
（
0）
なのである。
昭和六年（一九三一）の満州事変後、右翼陣営や軍閥が勢力をもつようになると、議会において軍国ファッショの議員は、美濃部のことを“叛
逆者”とか“謀反人”とか“
学がく
匪ひ
”と呼んだ。かれが軍人出身の議員から攻撃をうけたのは、いみはばかることのなく胸中をひれきしたからであ
ろう。
たとえば、満州事変（昭和６・９）がおこる前後の国状について、美濃部が語ったことばに、つぎのようなも がある。
上杉慎吉の『帝国憲法述義　全』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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国の政治の大本（おおもと
─
引用者）が、政府および議会の意向に
拘かかわ
らずして動かさるゝやうになったことは、憲法制定以来
未いま
だこの時より甚しか
ったのを見ない（美濃部「現代政局の展望」 （ 『東京朝日新聞』掲載、昭和６・１、３～４） 。
これなどは、暗に軍部の暴走を非難したものか。そして現状については、
総すべ
ては意外の事件の連出であり、
而しこう
してそれは国の政治がその通常の軌道を離脱して、
謂い
はゞ政治の無軌道時代ともいふ状態を現出して
居い
る結果に
外ほか
ならない。
といい、満州事変の勃発は、美濃部にとって“意外の事件”であったのだが、事変直前の関東軍の軍事行動を皮肉って、
陸軍が伝統的に兵力で満州蒙古の秩序を維持せねばならぬといふことを強く信じて居るやうに思ふが、これほど国家の害をなすものはないと思ひます
（ 『東京朝日新聞』昭和６・６・
13） 。
といった談話などは、きっと軍部の怒りを招いたことであろう。そして、つぎに引く文章になると、あたかも政府不在の政治がおこなわれてい
ることを忌憚なくのべている。
結局は政治の中心勢力をなすものが全く失はれて、
何ど
処こ
に中心を求むべきか定まらないが、今日の日本の政治の実状であることは
否いな
まれない。
この発言などは、右翼の蓑田胸喜などから、 「天皇の統治大権を否認し
奉たてまつ
るもの」として糺弾された（蓑田胸喜『美濃部博士の大権蹂躪』原理
日本社、昭和
10・２・５、六頁） 。
美濃部は、憲法の精神 民主思想にある、との立場から憲法解釈をおこなったのであるが、
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帝国議会は、国民の代表者として国の統治に参與するもので、天皇の
機関として、天皇からその権能を
與あた
えられて居るものではなく、
隨したが
って
原則としては議会は天皇に対して完全なる独立の地位を有し、天皇の命令に服するものではない（美濃部達吉『逐条憲法精義 　全』 斐閣、昭和２・
1、一七九頁） 。
あたりの文章になると、右翼学者の蓑田からみれば、帝国憲法をない
がしろにし、天皇の尊厳を冒とくするものであった。
天皇機関説にたいする排撃は、日ましにはげしくなり、美濃部は貴族
院において弁明演説したもののその学説は、政府により否定された。美濃部には、じぶんの学説にたいして強い信念があったから、毎夜、一合か二合、晩しゃくをやるとき、飲んで口が軽くなると、 「おれはかならず勝つんだ。おれは正しいんだから」と、くり返しいっていたということである（美濃部亮吉の証言
（
1）
） 。
のちに美濃部は、右翼団体・大統社工業塾（昭和四年創設）の小田十壮という兇漢に襲われ、
脚あし
に銃弾
（
）
をうけるのである。
昭和十二年（一九三七）五月、陸軍大将・林銑十郎内閣は、
国こく
体たい
明めい
徴ちょう
を強調するために『国体の本義』を全国の学校に頒布した。その部数は、
昭和十二年から同十四年にかけて、三十八万部に およんだ。そもそも同書を編んだのは、 「国体を明徴にし、国民精神を
涵かん
養よう
振しん
作さく
すべき刻下の
急務に
鑑かんが
み」たものであった。
「緒言」によると、 「国体の本義」を編さんすることによって、日本の由来やその大精神、国史にあらわれた国体のすがたを明らかにし、それをいまの世に説き、国民の自覚と努力をうながしたい、という。国体というものは、日本の永遠不変の大本であるといい、
─
大日本帝国は、万世一糸の天皇皇祖の神勅を奉じて永遠にこれを統治し給ふ。これ、我が
万ばん
古こ
不ふ
易えき
の国体である。而してこの
大たい
義ぎ
（ふみおこなうべき
美濃部を糾弾する『美濃部博士の大權蹂躪』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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道義
─
引用者）に
基もと
づき、一大家族国家として億兆一心聖旨（天皇のおぼしめし）を奉體して、
克よ
く忠孝の美徳を発揮する。これ、我が国体の精華と
するところである（九頁） 。
と、ある。同書を刊行し、頒布した主なねらいは、天皇制国家へ国民精神を集約させ、国民を結束させるためであったのであろう。昭和十二年（一九三七）十二月十五日
─
この日、人民戦線（共産党の壊滅後につくられた合法左派、労農派らの連合前線）グループがいっせ
いに逮捕された。合法左派のせん滅作戦の犠牲になり、検挙されたおもなメンバーは、
─
山川 　均（一八八○～一九五八、赤旗事件、第一次共産党事件に連座）荒畑寒村（一八八七～一九八一、赤旗事件、人民戦線事件に連座）猪俣津南雄 九 四二 第一次共産党事件に連座し、早大を去り、のち人民戦線事件で逮捕される）向さき
坂さか
逸郎（一八九七～一九八五、人民戦線事件に連座、戦後九大教授に復帰、山川、大内兵衛らと社会主義協会を設立）
黒田寿男（一八九七～一九 六、新人会出身の農民運動家、戦後、労働者農民党の党首となる）
らであった。ついで翌昭和十三年（一九三八）二月一日
─
労農派教授グループの第二次検挙（第二次人民戦線事件）がおこなわれた。
大内
兵ひょう
衛え
（一八八八～一九八○、東大教授、昭和十九年辞職、戦後法大総長）
有沢広己（一八九六～一九八八、第二次人民戦線事件で逮捕され、東大助教授のまま休職 後法大総長）脇村
義よし
太た
郎ろう
（一九○○～一九九七、東大助教授、第二次人民戦線事件で検挙され、大学を去る。戦後東大教授に復帰）
阿部 　
勇いさむ
（一九○二～？、法大経済学部教授。ファシズムと戦争に反対する人民戦線結成 くわだて逮捕される）
宇野弘蔵（一八九九～一九七七、東北大助教授のと 第二次人民戦線事件で逮捕され、戦後東大社研教授、法大教授）美濃部亮吉 九○四 四 法大教授のとき第二次人民戦線事件で逮捕される。戦後、 京教育大教授 東京都知
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同年十月、東大経済学部の
河かわ
合い
栄えい
治じ
郎ろう
（一八九一～一九四四）は、土方
成せい
美び
（一八九○～一九七五、昭和期の財政学者、戦後、国学院・中央大
教授）ら、右派“革新派”教授と対立したことにより、四著（ 『ファシズム批判』昭和９・
1、 『時局と自由主義』昭和
10・４、 『改訂社会政策原
理』昭和
10・５、 『第二学生生活』昭和
1・５）が、 「安寧秩序をみだす」という理由で発禁処分に付された。
十一月には文部当局より、辞職勧告をうけ、翌年二月出版法違反で起訴された。その後法廷闘争をつづけたが、昭和十八年（一九四三）六月、
有罪（罰金刑四百円）に処せられ、終審した。翌年二月、河合は心臓麻痺により亡くなった。
その後も学問の自由にたいする弾圧はつづき、昭和十四年（一九三九）四月、極右系の雑談『原理日本』は、 「学界空前の不祥事件！」がおこ
ったといい、津田左右吉（一八七三～一九六一、大正・昭和期の歴史学者、早大教授、東京帝大法学部講師）の思想を“大逆思想”であるとして非難し 。
東洋思想史、日本古代史研究の権威としてみとめられていた津田左右吉は、その一連の実証的な比較研究が、 「皇室ノ尊厳ヲ冒」とくしたとし
て、告発され、主著四冊は発禁となり、また出版法違反で禁錮三ヵ月の有罪となった。
発禁処分をうけた四著書とは、
─
『古代史の研究』 （大正
13・２）
『古事記及日本書紀の研究』 （大正
13・９）
『日本上代史研究』 （昭和５・４）『上代 の社会 び思想』 （昭和８・９）
などであり、いずれも岩波書店から刊行された。『原理日本』 （第十五巻・第十一号、昭和
14・
1・
4）は、津田の思想学説が、凶逆無比のものとし、学術的批判をくわえた。
巻頭論文「 『原理日本』の学術的批判作業と津田左右吉氏の
僣せん
濫らん
学説」を執筆した
三みつ
井い
甲こう
之し
（一八八三
～
一九五三、評論家、歌人）は、津田の
「思想は
幼よう
稚ち
の唯物論」であるといい、文体はといえば、冗漫でいまのような非常時局下ではよむにたえぬものであり、その言説は、いよいよ怪
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奇をきわめている、と酷評している。
右翼学者の蓑田は、いちいち文献的事実を指摘しつつ、津田を攻撃した。 『日本書記』について、
皇極記までの部分に見える詔勅が
盡ことごと
く編者の擬作である……（ 『上代日本の社会及び思想』 、二六八頁）
朝廷について歴史的事実として、
信しん
憑ぴょう
し得べき事件は、
應おう
神じん
朝以後にも殆ど見あたらず（ 『古事記及日本書紀の研究』 、六二九頁）
蓑田によると、前者の作品は、大化の改新の国体明徴的意義を、後者のそれは、上代日本史を根本的に抹殺するために書かれたものだという。さらに津田は「記紀の神武天皇から
仲ちゅう
哀あい
天皇（及び
神じん
功ぐう
皇后）までの部分」の史実性を抹殺しようとしている、という。
神武天皇から仲哀天皇までの物語に、人間の行動と見なし難いことが多い……さうしてそれがほゞ仲哀天皇までとあるのは、帝紀
舊きゅう
辞じ
（むかしの記録）
の編述せられた時に、御系譜だけでもほゞ知り得られたのは應神天皇より後のことであって、それより前については記録も無く、其の頃の歴史的事実が
殆ど全く傳へられてゐなかった（ 『古事記及日本書紀の研究』 、四六六、四六九頁）
国家の成立に関する、或は政治上の重大事件としての記紀の物語が、一つとし
て古くからのいひ傳へによったものらしくないとすれば、それが幾らか原形とは変っ ゐようとも、根本が後人の述作たることに
疑うたがい
は無かろう（同上、四七六頁）
ヤマト朝廷の勢力 発展の状態についても、歴史的事実がそれによって知られ
るのではないのである。實をいふと、帝紀舊辞 編纂の時に於いて、既にそれがわからなくなってゐたのである。それ故 こそ其の編者は、其の缺陥を補ひ、其の空虚を
充み
たすために、種々の人の名をつくり、又た上記の如き方法によって、
種々 物語 作り、それを古い時代にあてはめたのである（同上、四九二頁）
津田左右吉を糾弾する『原理日本』。
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蓑田によると、津田は神代上代史を否定しており、そこにみられるのは、国体を破壊しようとする思想や意志であるという。津田は、神代上代
史は官府の手によってつくられたものであるとの見解をとっている。その所論の正否にもかかわらず、これらの歴史が、朝廷によって述作（捏造）されたと断定し、かつ
揚よう
言げん
したこと（公然といったこと）は、蓑田からみると、 「皇室」にたいする、極悪の不敬行為であった。
かくして蓑田胸喜一派による、津田の記紀批判の学説攻撃は執拗をきわめ、津田はたびたび法廷に立たねばならなかった。政府は天皇の権力の絶対性を強調しながら、学問や思想の弾圧と統制 つよ ていった。大政翼賛会は、昭和十五年（一九四○）軽井沢の別荘にこもった近衛文麿が中心 なって企画し 、全体主義色の濃い国民組織であり、モデル
となったのはドイツの“ナチス党”である。綱領は、
大東亜共栄圏0
を建設し、国防国家体制を確立することであった。
同年十月に発足し、新しい構想にもとずく新体制運動には、政治・経済・文化面からの参加者を大勢くわえたことはいうまでもない。翼賛議員
のなかには、
尾崎行雄（一八五九～一九五四、明治から昭和期にかけての政党政治家）清瀬一郎（一八八四～一九六七、大正・昭和期の政治家、弁護士）河野一郎（一八九 ～一九六五、昭和期の政 家）斎藤隆夫（一八七○～一九 、大正・昭和期の政党政治家）鳩山一郎（一八八三～一 五 、大正・昭和期の政治家）宮沢 　裕（一八八四～ 九六三、昭和期の官僚、政治家）
などがいる
（
3）
。
いまかかげた政治家のなかには、戦前・戦後わが国の政治史のなかで物議をかもした者 いるが、ある意味で かれらはじぶんの信念を時流に
こびて変えた連中である。かれらは大勢の流れの中で生きるために、節義を変えることをいとわなかった
かれらは大政翼賛会に加わったとき、どのような政見をもっていたか、耳をかたむけてみよう。
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尾崎行雄といえば、代議士生活六十三年の記録保持者であり、一名“憲政の神様”といわれたが、 「ぜひとも君国のために最後の御奉公をいた
したい……大御心は欽定憲法の大本である。故にわたしはぜひともこの点に向って最後の御奉公をしたいのであります」 。
清瀬一郎は、戦時中は翼賛会・翼政会・日政会の各総務をつとめ、敗戦後、極東軍事裁判で東条の主任弁護人として、大東亜共栄圏の正当性を
立論し、それを主張したことで知られている。敗戦後は改憲論者であり、第三次鳩山内閣の文相 とき、教育の国家統制を強化した「この大戦争を戦ひぬくには、軍隊の力の大切なことはいまさら論ずるまでもありませぬ。日本政治にはおよそ三つの責務があります。第一には内政問題であります。国防資材の増強……食糧の保給はじゅうぶんにせねばならぬ、国内に思想 動揺をおこさせてはならぬ。大東亜戦の終末期に 、……外交戦に不覚をとってはならぬ 」 。河野一郎は、東京朝日新聞記者から 昭和七年（一九三二）衆院議員に当選し、敗戦後、公職追放になった者だが、こんなことを述べている。「私はつねに富国強兵を主張してきました。農村はその精兵 母体であると申してまいりました。農村に流るゝ脈々たる伝統の力こそ、海洋に
ジャングルに碧眼紅毛の
膽きも
をうばった精鋭無比の勇士を育て
哺はぐく
んでいるのであります……生を農村に
享う
けた私は、その農村対策を議会に主張し、万邦無比の国体の淵源を確立することを終生の目的とするものであります」 。
斎藤隆夫といえば、大正デモクラシーを代表する自由主義政党人であり、昭和期に入ると、軍部の台
頭に抗し、反軍演説をしたことで知られた。「建国以来未曾有の大業を完遂せんとするにあたりては、国家のあらゆる要素を挙げて、その目的達成に集中すべく、政治、経済、その他いっさいの新体制ここに起因す。しかれどもいかなる新体制も、立憲的基礎のうえに建設せらるべく、これを逸脱する体制は、砂上の楼閣にひとしく、大風一過たちどころに崩壊すべし。帝国憲法は、立法、行政両権の独立を確保す、政府、議会それぞれその独立を堅持して、互に相
侵おか
さ
ず、あたえられたる権能を発揮しつゝ渾然融和するところに立憲の要義
儼げん
存ぞん
す、この理念をはなれて翼
賛議会なし。吾人議会政治家はふかくここに意を用ひ
能よ
く立憲の神髄を体して、その運用を誤らざら
尾崎行雄
斎藤隆夫
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んことを期すべし」 。
鳩山一郎は、斎藤内閣の文相として、滝川事件のとき、権力によって大学の自治に干渉したことで勇
名をはせた人物である。敗戦後、公職追放となったが、のち日本民主党を結成し、その総裁となり、首相に就任した。「近時、立法府（議会
―
引用者）は行政府に押され勝であります。議員にして、迎合を本分とする
かの如き者さへあり……もしも、議員が時局に便乗し、徒らに迎合するを以て
能のう
事じ
終れりとなすならば、
むしろ笑ふべきことであります」 。
宮沢裕は、滝川事件の火つけ役のひとりとして活躍した極右のひとである。戦中、鉄道政務次官のほか、大東文化学院の教授をもつとめていた。
「
大おお
御み
心ごころ
の御
仁じん
慈じ
を思念するとき、私どもは何事も
忍しの
んで一億一心となって、この大東亜戦を成就しなければならぬ。今日各方面でいはれるごと
き、物資はおよそ戦争途上にある国家は、いずれも経験するところであって、日本は諸外国に比して物資の豊富なほうである。私どもの終生の感激である真珠湾特別攻撃隊九勇士の芳魂にたいして、真に頭がさがり、
敬けい
仰ぎょう
措お
く能はざるところである。
忠烈鬼神を泣かしむる決死の覚悟、深沈天地をうごかしむる護国の精神に至っては、粛然として
襟えり
を正さざるを得ない。これ日本武士道の精華
であって、この精神こそ真実の皇国民の精神である」 。
＊
内外の諸状勢が激動するなかで、従来“象牙の塔”といわれた大学も時勢に即応 、国家への協力関係を構築する必要にせまられてきた。たと
えば、法政大学のばあい、 「学友会」を「法政大学報国会」と らため 従来この大学は、家族的、血縁的な学園建設をめざしていたが、新時代のすう勢にしたがって“高度国防国家建設”を至上命令とした。「学友会」が改称されたのを皮切りに、 「体育部」は「鍛練団」に、 「学芸部」は「文化団」とあらためられた。時勢の流れは、大学教授のなかから国防国家体制への同調者を生むにいたり、法政からは、
留とめ
岡おか
清きよ
男お
（一八九八～一九七七、昭和期の教育家、敗戦後、公職追放をうけた）が、
大政翼賛会青年部副部長に、また本学経済学部創生期の卒業生であり、農業経済が専門の小野武夫教授が、大政翼賛会の参与に就任した。
鳩山一郎
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城き
戸ど
幡まん
太た
郎ろう
（一八九三～一九八五、昭和期の教育心理学者）は、大正十三年（一九二四）から昭和十八年（一九四三）まで法政大学教授をつと
め、戦後は北大教授、北海道学芸大学長などを歴任した。
城戸は留岡や小野につづいて大政翼賛会に入り、同会の“連絡部副部長”に就任した。学生のなかには学園と政治、学園と翼賛会との関係など
にいささか疑義を抱いている者もおり、一日記者が城戸教授を ずね、この点を質問をした。
問 　　大学と翼賛会を兼任しうるや否や。聞くところによると、翼賛会は兼任をゆるさぬ由。答 　　じっさい翼賛会は、
思ママ
がしいし、留岡教授がはいっており、学問も研究もあるので、私ははいる
心つもり
算
でなく、交渉あったときも他の人を
推すい
せん
したが、誰もやらないので、私がやることになった。
はいった以上は、軍官民一体の高度国防国家の建設に一身をさゝげる、
力ちから
のかぎりやるつもりでゐる。さうなると文学部のことだが、これも昨年度か
ら新組織の
下もと
にまだ発足したばかりで、海のものとも山のものともつかないときに、
止や
めることの無責任はじゅうぶん知ってゐる。
それで私 翼賛会に入るときに、この点 話しておいた。その結果、一週一回くらいの講義時間はあるので、法政大学はけっして止めない。大学と翼
賛会の兼任は、こんなわけでけっして無理 ない。むしろ学生にとっては、私のじっさい上から得るところのものを吸収できるわけで、それだけ良いのではないかと思ふ（ 『法政大学新聞』第一二九号、昭和
16・
1・
0）
戦争への協力体制へと進む潮流のなかで、城戸や留岡らは、教育内容や方法、政策等の刷新を意図したが、結果的には国をあげての“聖戦”へ
の協力者になったことは否めない。しかし、これはだれの罪でもなく、当時の軍国主義的風潮の罪でもある。
言論や正邪をもって講壇に立つ大学人が、非国民と呼ばれることを避けるために、ときの権力や風潮に迎合・追従し、心にもない言動をとった
ばあいも多々あったこととおもわれる。戦時ちゅう ファシスト政府に右顧さべんし、その協力者であった者の かには、終戦後、おく面もなく、民主主義者・自由主義者であると自称したものも数多いた。その種の手合いは、時局便乗者であった。
戦時体制のなかで、私学の経営はいよいよ苦しくなり、自然科学系の学校をのぞく人文科学系大学は危機をむかえ、そのやりくり算段に苦慮し
た。
保守的・国粋的な思想傾向をもつグループのことを“右翼”と称し、また共通の目的をもつ団体のことを“結社”というが ような人間
（38）1
あつまりは、むかしもいまもいろいろある。徳田球一が監獄から出てＧＨＱでかたった陳述によると、日本の私立大学の中には、そういった右翼団体から資金援助をうけ、その組織の排外的愛国主義の原則にもとずいて、教育をおこなうところがあったという。
徳田によると、日本における重要な反動勢力のひとつは、「国こく
本ほん
社しゃ
」
であった。この団体が創設されたのは、大正十三年（一九二四）五月のことである。もと東大内にあった「興国同志会」が前身であり、太田耕造（一八八九～一九八
一、昭和期の弁護士、平沼内閣の き内閣書記官長、敗戦後は亜細亜 長）や竹内賀久治（一八七五～一九四六、法大出身の弁護士、戦時ちゅう法政大学総長）らが中心になって組織した。
国本社創立の趣意書によると、 「国民精神ヲ涵養振作シ、
国こく
本ほん
（国の土台
―
引
用者）ヲ固クシ、智徳ノ
竝へい
進しん
ニ努メ、国体ノ精華ヲ顕揚スルニ
非あら
ズンバ、国家
及および
民族ノ前途
亦また
終つい
ニ知ルベカラズ」というものであり、第一目的は国体のりっぱな点
をほめて他人にすすめることであった。
この団体は、左の事業をおこなった。
一 　国家ならびに国民生活に関する諸般の事項の攻究二 　徳行の奨励三 　雑誌ならびに有益なる著作物の発行および紹介
国本社の機関誌・『國本』。
法大総長・竹内賀久治
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四 　講演会の開催五 　その他必要 事項
国本社は、支部を一七○、会員二○万といい、雑誌『国本』や『国本新聞』を発行し、つねに講演会を各地にひらき、人心を指導したという
（岩崎栄著『平沼騏一郎伝』偕成社、昭和
14・
） 。
平沼
騏き
一いち
郎ろう
（一八六七～一九五二、明治から昭和期にかけての司法官僚、政治家）はかねて、日本が外来思想に毒され、世相が左傾してゆくの
をうれいていた。かれは左翼思想にたいして、思想的啓蒙運動
―
日本主義による国民教化をめざして国本社の会長になった。が、同人が昭和十
一年（一九三六）枢密院議長になったのを機に、国本社は解散した。
国本社は、外国では日本のファシズムの代表格とみられていたようだが、その会員には司法系、軍人系、財界関係者、官僚学者らがいた。表の
顔と裏の顔があったようで、暗殺・密告・スト破りなどもおこない、またテロリスト、右翼団体などに資金援助をした
（
4）
。
また徳田球一によれば、国本社から資金面を援助 うけた私立大学は、左記のとおりである。日本大学……総長・山岡万之助（一八七六～一九六八）は、大正から昭和期にかけて 刑法学者。山岡は国本社の理事のひとりであった。徳田
によると、山岡はナショナリスト反動家であっ
中央大学……学長・林
頼らい
三ざぶ
郎ろう
（一八七八～一九五八）は、明治から昭和期にかけての司法官僚。昭和七年（一九三二）検事総長、昭和十三年
（一九三八）枢密顧問官となる。徳田は、元学長の原義満を通して、三井財閥が同大学に影響力をあたえてきたという。
法政大学……小山松吉総 （一八六九～ 九四八）は、明治 昭和期にかけての司法官僚。斎藤内閣の司法大臣をつとめた。その後任として、
昭和十七年（一九四二）六月、同大学の総長に就任した竹内賀久治（一八七五～一九四六、弁護士）は、国本社の理事であった。太平洋戦争が漸次はげしくなり、戦時体制が強化されるにつれて、法文科系統の法政・中央・明治などは、ますます経営難に陥った。竹内が総長になるや、大川周明（一八八六～一九五七、昭和期の国家主義者）や荒木貞夫 八七七～一九六六、大正・昭和期の陸軍軍人）らが、法政と関わりをもつようになった。
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参与 　　大川周明 　　法大大陸部長講師 　　
荒
（陸軍大将）
木貞夫
　　修身の講義（毎月二回、予科の学生に）
軍国主義教育の推進者でもあった両人は、敗戦後、戦犯として逮捕された。なお、竹内は法大総長になる前は、学務理事であり、経営面でらつ腕をふるい、司法系の権威俊秀を教授や講師に招いて、法学部の充実をはか
り、その声価をたかめようとした。当時、法学部と文学部は一つの組織であり“法文学部”と称していたが、法学部の強化に刺激されて、文学部は独立運動をはじめ 。
文学部の教授のなかで、安倍能成、森田草平、野上豊一郎らは、金のかかる計画には反対の立場をとった。文学部の独立の首唱者は、森田草平
であり、それに反対する野上豊一郎と対立し、学内は騒然となった。その混乱を、けんか両成敗により、五十七名の教授・講師らの首を切ったのは、竹内賀久治であった
（
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。
早稲田大学は、シナ事変の三周年をむかえた昭和十五年（一九四○）秋
―
他の官公私立の学園に率先して、 「国体ノ本義ニ
基もとず
キ 　皇運
扶ふ
翼よく
（助ける
―
引用者）ノ確固不抜ナル精神ヲ体得シ、偉大ナル国民ノ先達タルベキ智徳体兼備ノ人材
錬れん
成せい
（つくり上げる）ヲ目的
（
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」として、
―
「学徒錬成部」
なるものを創設した。これはどのような組織であったのか。これは早稲田のすべての学生約四千名（第一、第二両高等学院、専門部、高等師範部、各科の第一学年全
員）に、毎週一回、午後の半日を、東伏見道場 おいて、基本体錬（育）や国防訓練などをやらせ ことである。
このように大学当局が、軍国主義に迎合するかのように、学校をあげて戦争協力体制へ進んだようすをみると ドイツのナチスにたいする翼賛
体制をおもいだす。このような組織をつくろうとした究極のねらい 、国家有事のとき、武器をとって戦いに従うもの、植民地や占領地において、八はっ
紘こう
一いち
宇う
（天下を一軒の家のように統一する）の思想をひろめ、原地人を教導する人間を育成することにあったのであろう。
つぎに述べる、 「日本文学報国会」も国策に協力する目的でつくられた団体組織である。これ 加入した外国文学者の名前をみると、かって教
場で授業をうけたことがある教授がじつに多くいることに一驚を喫しざるをえない。
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「外国文学部会」の加入者は、三八一名である。部会長は茅野
蕭しょう
蕭しょう
（ドイツ文学） 、理事は辰野
隆ゆたか
（フランス文学） 、幹事長は中野好夫（英文
学） 、幹事には河盛好蔵、中村光夫、尾島庄太郎、新庄嘉章、杉捷夫、高橋健二などが就任した。
幹事ならびに一般会員のなかで、わたしが直かに教場でおそわったのは、
尾島庄太郎 　　（英文学） 　　小場瀬卓三（仏文学、戦後左翼？）島田謹二 　　（英文学） 　　根津憲三（仏文学）平岡 　昇 　　（仏文学） 　　村上菊一郎天野峰人 　（英文学）
などである。こういった挙国的国民組織ができて二年後の昭和十七年（一九四二）五月には、社団法人「日本文学報国会」なるものが結成された。本会の目
的と事業は、 「全日本文学者ノ総力ヲ結集シテ、皇国ノ伝統ト理想トヲ
顯けん
現げん
スル日本文学ヲ確立シ、皇道文化ノ宣揚ニ翼賛スルヲ以テ目的トス」
というものであった。太平洋戦争がはじまると、文化面においても戦争協力体制が押しすすめられた。これは文学者の国策的一元組織であり、情報局第五部第三課の指導によってつくられた（尾崎秀樹） 。
昭和十七年六月十八日午後一時
―
発会式が日比谷公会堂で挙行され、全国から文学者二千有余が参集した。
式の次第は、つぎのようであった。
一 　　開会一 　　国民儀礼
　　　宮城遙拝　　国歌奉唱　　祈念（海ゆかば伴奏）
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一 　　座長推挙一 　　祝辞
　　　大政翼賛会総裁…………陸軍大将 　　東条英機閣下　　情報局総裁………… …………谷正之閣下　　文部大臣……… 橋田邦彦閣下　　大本営陸軍 道部長 陸軍大佐 　　谷萩那華雄殿　　大本営海軍報道部課長 海軍大佐 　　平出英夫殿
一 　　宣誓一 　　各部会代表一 　　会務報告一 　　文学者報道班員ニ対スル感謝決議一 　　万歳奉唱一 　　閉会 　　　以上
注・桜本富雄著『日本文学報国会
―
大東亜戦争下の文学者たち』 （青木書店、平成７・
6）より。
会長には徳富猪一郎［蘇峰］ （一八六三～一九五七、明治から昭和期にかけての評論家、のちＡ級戦犯容疑者）がえらばれ、常務理事には久米
正雄（一八九一～一九五二、大正・昭和期の小説家、劇作家、のち舌禍問題をひきおこし更迭）が就任した。
内閣総理大臣・東条英機の祝辞は、つぎのようなものであった。　
―
本日ここに日本文学報国会の発会式が挙行せらるるに当たりまして、一言祝辞を申し述ぶる機会をえましたことは、私のまことの本懐といたすと
ころでございます。
今や
御み
稜い
威つ
（天皇や神などの御威光）の
下もと
、
赫かくかく
々
たる大戦果を拡充すべく、雄大なる希望をもちまして、大東亜戦争が進められているのであります。
この大戦争の目的を完遂いたしまして、有終の美をまっとう致しますためには前線にあると又国内にあると問わず、われわれ一億国民
挙こぞ
って各々の職域
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におきまして御奉公を申しあげ、いやが上にも日本精神を
昂こう
揚よう
することが最も緊要なるものと考えるのであります（中略） 。
文学報国会が、いよいよ本日をもって力強い発足を開始せられ、今後大政翼賛、臣道実践の理念にもとづきまして、国民運動の一翼ともなって、政府
の文学にたいする政策に協力し、ますます文学報国のために
尽じん
瘁すい
せられることを強く御期待申しあげ、かつまたこれを私は
刮かつ
目もく
して（目をぬぐって）拝
見いたしたいと存ず 次第であります。
どうか今回の運営に当たりますところの役員の各位はいうに及ばず、会員であるところの文学者各位におきましても、共にその責任を分担せられ、古
き殻を脱ぎすて、
徒いたず
らに偏することなく、相互扶助いよいよ一致団結を定め、しかして以て本会設立の目的にそうごとく、立派なるところの状勢を告げ
られますよう衷心より切望申しあげる次第であります。
甚だ意を尽くしませんが、ここ いささか所懐をのべて祝辞といたします。
要は文学者も戦争に協力させるのが、本会設立の主旨であったようだ。 「日本文学報国会」は、小説・劇文学・評論・随筆・詩・短歌・俳句・
国文学・外国文学の八部会から成っていた。
常務理事は久米正雄、中村
武む
羅ら
夫お
（一八八六～一九四九、大正・昭和期の小説家、評論家）であり、理事には折口信夫ほか十六名が就任した。
理事のなかで異色な人物といえば、社会学者の松本潤一郎
（
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である（昭和十八年度『会員名簿』 ［非売品］
社団法人
日本文学報国会、昭和
18・
） 。
太平洋戦争がはじまると、治安維持法や国防保安法が広汎にわたって活用される になり、ことに言論弾圧はその極に達した。戦時下の昭和十七年（一九四二） 総合雑誌『改造』 八月と九月に った細川
嘉か
六ろく
（一八八八～一九六二、大正・昭和期の社会評論家、大原
社会問題研究所所員、戦後日本共産党に入る）の論文「世界史の動向と日本」 （八頁～二九頁、一六頁～四七頁、いずれも二段組み）がきっかけとなり、いわゆる“横浜事件”がおこった。
これは四百字詰の原稿用紙にして一六○枚
（
8）
もある長編論文であり、用紙割当てのため、一挙掲載できず、二回にわけてのせた。細川が同論文を
執筆した動機は、 「日華事変（一九三七年）以来約十年間
―
日本の事態は、国内的にも国際的にも危険な状態に向っておると考えたので、私は
本当に日本はどうあるべきかということについて論説を発表することが任務だと思って、やった」と語っている
（
9）
。
この論文は、内閣情報局の検閲にひっかからないように細心の注意を払い、難解なレトリックを用い 発行にこぎつけたものである。論文の内
容は、日 の独善的なアジア民族政策を全面的に批判した
（
30）
ものであった。うまく情報局の検閲の網の目をくぐることができたので、編集部のほう
（44）11
で、ほっと一息ついたとき、おもわぬ横やりが入った。
この論文は、陸軍報道部から、日本の指導的立場を全面的に否定する共産主義の
鼓こ
吹すい
とうけとられ、発禁処分となり、また筆者の細川嘉六は新
聞紙法違反の容疑で逮捕され 。
細川の身柄は、警視庁、世田谷署、神奈川県 山手警察署へと移監されるのだが、いくら調べても起訴に値する事実は出なかった。折から交換船でアメリカから帰国し、外務省の外郭団体・世界経済調査会に勤務していた川田
寿ひさし
は、スパイ容疑と国際共産党とのかかわりを執
拗にしらべられていた。川田は帰国前、アメリカで労働者運動にかかわったことがあった。
やがて司直の捜査は川田の肉親、同僚、友人らへと広がり、満鉄調査部東京支社に勤務する西沢富夫の住居において一枚の写真を発見した。そ
れは細川嘉六を中心にし あつまった七名の集合写真であった。細川が郷里である富山の
泊とまり
の
紋もん
左さ
旅館に若い編集者や研究者を招待したとき、旅
館の中庭で撮った写真であった。特高は泊への旅を“日本共産党の再建準備会” といった妄想をいだき、世界経済調査会、満鉄調査部、細川グループ（泊へおもむいた面々） 、昭和塾 改造社、日本評論社、岩波書店、朝日新聞社、愛国労働農民周志社 その他の関係者五十名を
（
31）
検挙
し、拷問により死者四名を出 、その他の者は、拷問による失神、傷害、流血を経験した。
俗にいう“横浜事件”の概略は、いまのべた通りであるが、この事件は 戦前・戦中において最大規模の言論・思想弾圧の実例であった。昭和
六十一年七月三日
―
横浜事件の当事者六名、遺族三名は、横浜地裁に再審請求を申したて、地裁から東京高裁、最高裁とすすんだが、平成三年
（一九九一）三月、請求は棄却された
（
3）
。
また言語に絶する拷問をくわえた特高にたいする告発にたいして、昭和二十四年（一九四九）二月二十五日、横浜地裁は左記のような実刑判決
をくだした。
松下英太郎元特高係長……懲役一年半柄沢大治警部補……………懲役一年森川清造警部補…… 懲役一年
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被告人三名は上告したが、昭和二十七年（一九五二）四月二十四日、最高裁は上告を棄却し、三人のもと特高の実刑は確定した
（
33）
。
＊
太平洋戦争の宣戦布告の詔勅は、国民にとってまったく寝耳に水だったし、終戦の詔勅もまったく寝耳に水だった。すべては天皇の名のもとに
戦争をはじめた政府（官僚、軍閥） 、戦争をおわらせた政府のつごうで終始し、一般国民は蚊屋のそとにあった。
昭和十六年（一九四一）の開戦時、日米の経済力の差は、じつに七十八対一
（
34）
であった。この数字を見ただけでも、太平洋戦争は、負けるべくし
て負けた いであった。が、日本の軍隊は、それまで大きな敗北を喫したことがなかっただけに思いあがりがあった。開戦当初、緒戦の勝利に酔いしれるあまり、いつしか彼我の経済力の差をわす 、戦況が悪化するようになって改めて我に返ったが、ときすでにおそかった。
昭和十七年六月のミッドウェー海戦において、アメリカ海軍機の急降下爆撃と、艦内の爆弾や魚雷の誘爆により、日本海軍がとらの子のように
していた空母四隻（赤城、加賀、飛竜、蒼竜）や巡洋艦「三隈」 （一二○○○トン）をうしなったが、これはけちのつ はじめで り、同時に日本の運命の分岐点となった。この惨敗は国民には知らされず、日本国民は戦中ずっとでたらめな戦況報告にだまされつづけ、敗戦をむかえた。
日本がポツダム宣言を受諾し、正式に降伏文書に調印したのは 昭和二十年（一九四五）九月二日のことで、米戦艦ミズリー号上においてであ
った。
戦時ちゅう、戦局悪化にともなう、きびしい言論統制にもかかわらず 民衆のあいだで“反戦” 、 “反軍” 言動が、投書や落書や言辞のかたち
で現れた。 とえば
―
、
前略……将軍たちは、なかなか
贅ぜい
沢な生活をしている。軍人がこの世をわがもの顔に待合料理屋、汽車一、二等は軍人が多く等のことを解決して、軍
人商売の軍人もともに苦しまねば、国民は本心から感謝せず、反感が本意です……（警視庁保安課宛投書） 。
天皇にたいする不敬な言動も多く、露骨にその将来を臆測している。
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日本が負けて、天皇陛下はどうなるやらう（言辞 　犯人検挙）もし戦争 た場合は、この責任は陛下が負ふべきもので、一般国民には影響はない（言辞 　犯人検挙） 。（御真影を指して）だいたいこの野郎が馬鹿で、東条に巻きこまれてゐたから、戦争に負けたのだ（言辞 　犯人検挙）これ天皇やちょっと申告するぞ。貴様はほんとにばかだな。こんなばかな事よくもするな。戦争する ら、物質を十二分としてからのことだよ。貴様
は毎日、何をのんべんだらりとしているか。
元げん
寇こう
の役を思いだせよ（投書）
注・ 『日本終戦史 　上巻』 （読売新聞社、昭和
3・
8）より。
わが国は外国と戦争をして
完かん
膚ぷ
なきまで惨敗したことがなかっただけに、五大国の一つ
―
世界の大国と自任し、おもいあがりから、無謀な戦
争をはじめ、
戦せん
捷しよう
に酔い、のちに敗戦といった冷厳な現実と直面するのである。
新しい日本は、日本 の形態
―
天皇制をどうするかといった問題から出発せねばならなかった。天皇を中心とする国家体制打倒に勇敢にいど
んだのは、共産主義者であった。
ポツダム宣言によると 政府の形態は、日本国民の自由なる意志によって決まる、とあったが、じっさい国民の総意は反影されず、
―
国
民の意志は
御み
心こころ
（天皇の意志）と一致するものである
―
といった考えのもとに、ときの内閣および諸党派は、天皇制
固こ
持じ
を堅持した。
昭和二十年（一九四五）八月の日本の降伏は、結果において、わが国のそれまでの政治および社会の構造を根底から変革させるのにあずかって
力があった重大な決定であった。以後アメリカの指導のもと、日本政府を通じての“関接支配”がおこなわれ、民主主義革命が進行した。新時代へむかっての新たな「日本国憲法」が公布されたのは、終戦の翌年
―
昭和二十一年十一月三日のことであるが、その特別専門委員会の「憲法研
究会」が作成した“民主々義憲法草案”は、天皇制を固持していた。
この草案によると、天皇は日本国を統治せず、儀礼的存在として残ることになった。敗戦のショックと占領下にある日本の一般国民は、その日
その日を食べることでいっぱいであり、新国家の政体について、それほど大きな関心をもっていなかったと思われる。当時の一般大衆には、まだまだ天皇と天皇制の違ひがよく呑みこめていなかった
（
3）
感がある。多年、国民の自由を束縛し、国民を無謀な戦争へとかりたてた
（
36）
、天皇を主軸とす
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る官僚・軍閥・警察は、共産主義者からみれば、 “天皇制”にほかならないのである。かれらからすれば、天皇は戦争犯罪人の主犯であった。
終戦の年、第四回党大会によって書記長に選ばれた徳田球一などは、天皇制打倒論者であり、日本がふたたび独立国として国際的地位を回復す
るためには、天皇制を打倒し、民主主義を徹底させることが唯一の道だとしている
（
3）
。
天皇制とはなにか。天皇制とは、天皇が君主となっている統治（政治）体制のことを指している。が、高倉テル（一八九一～一九八六、大正・
昭和期の社会運動家 敗戦後、参院議員となるがマッカーサー指令により追放された）によると、天皇制とは
―
天皇を中心として、財閥・大地
主・軍部・官僚の結集的な専制政治のかたちのことをいい、軍隊・憲兵・警察を手先として、労働者・農民・いっぱん勤労階級を暴力によって搾取し、支配し、だんあつする、やばんな政治権力 だと う。
天皇制はまた、 （国民から？）政治的な、経済的な、あらゆる自由をうばって、国民をむりやり戦争にかりたて、とうとう、こんなひさんきわ
まりないありさまに突きおとし 、世界のどこにもない、やばんきわまる絶対専制政治のかたち、それが“天皇制”だという
（
38）
。
敗戦によって、社会主義者や共産主義者らをくるしめた治安維持法と特高警察が廃止され、
学問の自由と言論の自由がえられ、自由に天皇制を批判することができるようになった。
敗戦後、新鋭共産党は “天皇制の廃止”をスローガンに再出発し、
徳田球一（中央委員）野坂参三（中央委員）志賀義雄（中央委員）高倉テル柄沢とし子中西伊之助
らが、衆議員に選ばれた。
志賀義雄の人物素描
高倉テル
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昭和天皇は、昭和六十四年（一九八九）一月に亡くなるまで、戦争責任を問われ
ることもなく、ましてやみずから退位することもなく、 “象徴天皇”として長くその地位に どまった。
出獄後、ＧＨＱで訊問をうけた徳田球一は、天皇は日本の敗戦の責任者であるの
に、かれはこの責任を受け入れることを拒んだ、と証言している
（
39）
。徳田が訊問をう
けたと同時にお なわれた事情聴取のさいに、山辺健太郎（一九○五～？、大阪大学で物理学・化学をま ぶ。労働組合とかかわりをもち逮捕された）は、つぎのような主旨の話をした。
　
―
天皇はすべての宣戦布告に署名し、多くの場合に国を戦争へ駆りたてたから、
天皇は戦争責任を負うべきである、と
（
40）
。 　
終戦後、連合国内で天皇を起訴せよ
（
41）
といった意見がつよかったが、アメリカの政治上の判断によって裁判にかけられることなく不起訴となった。
昭和二十年（一九四五）夏、ギャラップが天皇をどう扱ったらよいかと世論調査をしたところ、
処刑………………………
33％
裁判所に認めさせる
1％
終身禁錮……
11％
といったきびしい結果がでた
（
4）
。が、これとは反対に日本国内では、天皇制を支持するものは九十パーセントをこえた。
当時、天皇の退位をめぐっては、賛否両論があった。天皇の命により、兵隊にとられ戦死した者がいる以上、戦争裁判がおわったいま、現天皇
は退位すべきである。反対に、天皇は退位すべきでなく、ご在位を希望する、といった意見もすくなくな った。
小雑誌『日本週報』 （昭和
3・
8・
1付）の記者が有識者に、天皇の“退位”問題について意見をもとめたところ、つぎのような回答をえた。
雑誌『日本週報』（昭和 3・8）。〔筆者蔵〕
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横田喜三郎（一八九六～一九九三、昭和期の国際法学者、東大教授、最高裁判所長官）……権力は責任をともなうものである。満州事変から中日事変
をへて、太平洋戦争にいたるまで、日本の軍事行動は、明白な侵略戦争であった。天皇は日本の元首として、法律上で、最高の責任者である。天皇は軍部の行動を中止または緩和させ 機会がたびたびあった。
天皇は個人として戦争を欲しなかったことは疑いがないとしても、それを防止すべき地位にあり、また防止しうるべき権力を有しながら、ついにそれ
を実行しなかったことは、公人としての責任をまぬがれることができない。 （中略）
侵略戦争の犯罪性が確立され、その責任者が処罰されようとしているときにあたって、天皇が退 すべきことは、当然すぎるほど当然なこと
（中略）このさい、天皇が責任をとって退位することは、日本の民主主義の健全な発達のために、ぜひとも必要なことである。むしろ、絶対の条件である。
山浦貫一（一八九三～一九六七、大正・昭和期 政治評論家、東京新聞社編集顧問）……天皇は退位されたほうがいいと思う。戦争責任論 真正面か
ら追求す という、共産党式エゲツなさからではない。他からどうのこうのと追求めいたことを言われるのは、陛下御自身も不愉快だろう 、われわれ日本国民としても辛い。 （中略）天皇陛下が、ひと
言こと
、じぶんも悪かったと、国民の前に謝せられることはあって然るべきだと思う。それが退位である。
佐野学（一八九二～ 九五三、大正・昭和期の社会運動家）……現天皇は退位されることは、正しいと考えられる。現天皇に戦争責任などの法律的
任はない。しかし、日本国民全体と同様に道徳的責任はある。
つぎにかかげるものは天皇の退位には、消極的もしくは反対の立場をとる意見である。
三木武夫（一九○七～八八、昭和期の政治家、国民協同党委員長）……こ 問題は、われわれが、退位すべきである か退位すべきでないとか論断す
べき筋合のことではない。天皇御自身の意志に委ね べき性質のものである。
久米正雄（一八九一～一九五二、大正・昭和期の小説家）……御退位ということは 天皇御自身の御意志によるべきだと思います。民間から退位説が
起り、 「天皇退位せよ」というならば、御退位に私は不賛成です。
（0）11
天皇は終戦当時、退位のきもちをもっていたことはたしかなようであるが、左の二つの理由からおもいとどまったようである。一 　皇太子
明あき
仁ひと
が若すぎること。
二 　てきとうな摂取がいないこと。社会的不安が生ずること。また現行の「皇室典範」によると、天皇には譲位 退位もなく、一世天皇であった。天皇制絶対主義者でありかつ憲法学者であった上杉慎吉
（一八七八～一九二九、東大教授）の『国体論』 （有斐閣、大正
14・
9）によると、政治上の行為は大臣にその責任があり、天皇は責任を負わない
規定である。刑法が天皇に適用されないのは、天皇には犯罪がないからである。しかし、天皇に法律的な“戦争責任”はないにしても、その道義的な責任が ことは否定できないのである。
＊
日本歴史のうちでも、とくに神代史と上代史を科学的 研究することは、天皇家の“神聖” “尊厳”を犯すことであり、ひいては神が り的
な日本国のなりたちや「国体」の秘密をあばくことであり、それは反国家的な行為であった。
日本の太古史についての学問的な基礎研究は、津田左右吉によってなされたが、それ 凌駕する研究はいままでのところ現れていないようだ。
津田は神話がけっして史実では く、神話から歴史 つくられていく過程を論証することに努力をかたむけ、ヴェールにつつまれた天皇制国家の生成をあきらかにしようとした。
帝国憲法下では「古事記」や「日本書紀」にしるされている、神がかり的な天皇神聖観は絶対的なものであり、それに疑念をはさんだり、批判
することはタブーとされていた。
つぎに引く教科書はもちろん こと、官学や私学のちゃんとした歴 学者までが、日本史をかき じめるときは、
誠まこと
しやかに“神話”からはじ
めるのがふつうであった。またいくらか良心的な学者は
（
43）
、皇室の起源の問題を避けようとしたようだ。日本国民は、子どもの時分から、 「古事
記」や「日本書紀」にみられる神話的記載を、そのまま史実であるごとく教え込まれ、そ に疑いをさし さむこと 許され った。なぜなら、神国に生まれた日本人は、神の子でもあったからである。「大日本は神国なり」 （大日本者神国也）
（
44）
と、 『神皇正統記 　一』のなかでいった日本人は、
北きた
畠ばたけ
親ちか
房ふさ
（一二九三～一三五四、南北朝時代の公
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卿）である。親房は、日本の国の歴史をのべるにあたって、まずこの一句をかかげた。
黒板
勝かつ
美み
（一八七四～一九四六、東大教授）は、明治から昭和期にかけての歴史学者として令名が高く、 「新訂増補国史大系」全六十四巻や
「群書類従」を校訂、出版したことで知られているが、かれは皇国史観に染っていた。同人によると、皇室のご先祖は、天照大神であり、その子孫の歴代の天皇は神聖にまします御方なのである。日本は“神国”である、と国民に強く印象づけたのは、文永の役（一二七四年）の蒙古襲来のときであり、このとき大暴風がおこって蒙古 軍船が潰滅した。この一事をもってしても、日本が“神国”であることの事実が裏書せられたという（黒板勝美「第一編 　皇室と神祗」 『皇室史の研究』所収、東伏見宮蔵版、昭和
・
6） 。
国民も軍部も、日本軍の神秘的な強さを信じてうたがわず、国難に遭っても神の威力
―
でそれを克服できるとおもい、勝利を絶対視した。と
くに国家と国民が理性をうしない、軍国主義的なファシズム 道へと突き進みだしたのは、狂躁の昭和期に入ってからである。
いま明治から終戦までの間に刊行された初等・中等学校用の教科書に、 “神国主義”や“軍国主義”がどのように描かれているか、いくつか例
をあげて見てみよう。
小学国史紀事本末巻 　上
伊勢 　椿 　　時中輯
　皇孫
基もとい
ヲ
創はじ
ム
我カ大日本国 　大古ハ
大オホヤシマグニ
八洲国
、ヲ
豊トヨアシハラノナカツクニ
葦原中国
ト号シ、
天アマテラスオホミカミ
祖天照大神
ノ弟 　
素ミサノヲノミコト
盞雄尊
ノ領スヘキ地ナリシカト 　父皇
伊イザナギノミコト
弉諾尊
ノ旨ニ
忤さからふ
ノ
こと
アリシヲ以
テ之ヲ受ル
能あた
ハス、 （後略）
（明治
16・
、分版御届）
　山縣悌三郎著　帝国小史　　 　 　文学社
これは文部省の検定ずみの高等小学校用の教科書である。 「凡例」によると、神代より
今きん
上じょう
天皇にいたるまでを八篇八十八章にわけて記述した
（）113
ものという。　帝国小史（乙号）巻之一　　緒言
我が大日本帝国は、亜細亜洲の東部に在り、本州、四国、九州、北海道の
四大島と、無数の
島とう
嶼しよ
とを合せて一国を
為な
す（後略）
我が国は、
開かい
闢びゃく
以来今日に至るまで万世一系の
君きみ
をいたゞき、又
嘗かっ
て外
国の
侮あなど
を受けたることなし、是れ実に世界中に比類なくして、我等が万国に
向て誇るに足るべき所なり、是れ
蓋そもそも
～
代々の天皇仁聖におはしまして、民を
恵み給ふことの浅からざりしと 我等が祖先 尊王愛国の心あつかりしとに
因よ
るなり。
　第 　一 　　神代の概略
初めて此世に出で給ひし神を 　
天アメノミナカヌシノカミ
御中主神
といふ。次に
高タカミムスビ
皇産霊
、
神カンムスビ
皇産霊
の二神
出い
で給ふ。
之これ
を造化の三神と称す。是より久しき後に、
伊イザナギノ
弉諾
、
伊イザナミ
弉册
男女二神出で給ひて、
大オホヤシマ
八洲
の国をつくり、
天アマテラスオオミカミ
照大神
と
素スサノオノミコト
戔鳴尊
とを生み給ふ。是れ日本創始の祖神なり。
素戔鳴尊は、先づ此国に
降こう
臨りん
して、出雲国に居給ひき、
尊みこと
の
御オホナムヂノミコト
子大巳貴命
、
小スノナビコナノミコト
彦名命
と共に、力を尽して土地を
拓ひら
き、民業を興し、又医薬の法などを
創め給へり。
（明治
・
1、東京文学社）
つぎに引く、天野為之編述『日本小歴史初歩』 （冨山房書店、明治
・
11）は、明治二十四年十一月発布の「小学校教則大綱」の主旨にしたが
い、高等小学第一、第二年生用の日本歴史の教科書として編述されたものであり、建国の体制・世運の変せん・歴代天皇の盛徳、忠良賢哲の事蹟などについてのべている。
　我が国
『日本小歴史初歩』。
〔早稲田大学高田記念館蔵〕
11（3）
社会学伝来考
我が大日本帝国は大島と数多の小島とよりなれる国にして、古は
大オホヤシマクニ
八洲国
といひ、気候温和にして人身にかなひ、地味こえて海陸の産物ゆたかなり。
殊こと
に土地水田によろしく、米穀よくみのるを以て、また
豊トヨアシハラミヅホノクニ
葦原瑞穂国
ともいへり。
凡およ
そ地球上に、国はかず〳〵多けれど、我か国ほど、たふとき国はあらじ。皇統は万世一系にして、御代々の天皇いづれも仁慈にわたらせ給ひ、世々
の心臣また忠誠をはげみて、いまた
曾かっ
て外国のはづかしめをうけたることなし。 （中略）
立国のはじめは、大むかしのことなれば、今これを
明あきら
に知るべからず。天祖天照大神、皇孫
瓊ににきのみこと
々杵尊
に三種の
神しん
器き
をさづけて、この
土くに
に
降くだ
らしめたま
ひしが、これ天孫の我が国土をさためた ひしはじめにして、この後三世の間は日向国に
□不明
はしが、
人じん
皇こう
の
祖そ
祖そ
神武天皇にいたり、ついに
中なか
州しま
を
平たい
らけ
て、都の大和国
橿あし
原はら
の宮にさせめたまひぬ。
つぎに引く、
東ひがしくぜ
久世
通みち
禧とみ
著『
高等小学
国史 　第一巻』 （国光社図書部、明治
6・
1）も、高等小学校の教科書として編述されたものであり、日本史の
大要をしめし、忠君愛国の
志し
気き
（意気）と徳性の涵養につとめている。
　緒 　編（前略）我が国は、古来東洋の中に独立して、少しも、外国の侵略を受けたることなし。是を以て、民、其の土に
安やす
む〴〵、古より、
浦ウラ
安ヤス
の国と称せ
り。これ、
上かみ
には、万世一系の天皇ましまして、つねに、徳政を施し給ひ、
下しも
にハ、忠勇なる臣民ありて、よく、国家をまもりし……。
　第一編　　神代
紀元前
より、皇極天皇
紀元一千三百五年
までの事蹟。
　総 論
太古の時、
伊イ
弉ザ
諾ナキ
の
尊ミコト
、
伊イ
弉ザ
冊ナミ
ノ尊、天神の命を受け、始めて、此の国を開き給ひ、天照大神、皇孫をして、
之これ
を治めしめ給ひき。これ、我が国家の
成りし
始はじめ
なり。
神武天皇、
都みやこ
を、
中なかつ
国くに
に定め給ひしより、開花天皇に至るまで、
凡およそ
五百六十余年の間、無為にして
治おさ
まれり。
増田
于ゆき
信のぶ
著『新撰日本小歴史』 （博文館蔵版、明治
8・
9）は、初等・中等学校用の教科書とも一般の史書ともうけとれる書物である。
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　総 　説（前略）
吾ご
人じん
（われわれ︱引用者）の先祖は、この楽土を、吾人に與へたり。吾人、いかでかその祖を
貴たっと
ばざらんや。歴史は、この貴ぶべき、祖先の
遺業を、
記しる
したるものなり。この国土の変遷を叙して、今日あることを、知らしむるものなり。 （後略）
　（第一） 　　神代
紀元以前
　　（一）国土の開始（二）天祖の鴻徳（三）大国主命の功業（四）天孫降臨（五）神代の有様
我国、天祖を天照大神と
称とな
へ奉る。初め、天祖の父母
伊イ
弉ザ
諾ナギノ
尊、
伊イ
弉ザ
册ナミノ
尊。
オ
馭ノ
廬コロ
島に天降りたまひ、
八ヤ
尋ヒロ
殿ドノ
を建てゝ婚姻したまへり。かくて大八
洲
大日本の古名
を生成し、又諸神を生みまして、山川、草木、風火、水土の事を分け
掌つかさど
らしめ、さて後に、天照大神を生みたまひぬ。
大おほみかみ
神
、光華明彩にして、
六りく
合ごう
（全世界︱引用者）に照り
徹とお
りたまひぬ。
即すな
チ
詔しょう
して
高タカ
天マノ
原ハラ
を知らしむ。次に
月つく
讀よみ
ノ
尊みこと
を生みたまひぬ。夜ノ国を知らし
む。次に素戔鳴
ノ
尊を生みたまひぬ。海原を知らしむ。
野村浩一編『国史綱要 　全』 （訂正増補、東京明治書院、明治
34・
8）は、中学校国史科第五年級用に編さんされた教科書である。 「例言」には、
国史上の事実を概括略述したものとある。
『高等小学国史第一巻』。
〔早稲田大学高田記念館蔵〕
『国史綱要　全』。
〔早稲田大学高田記念館蔵〕
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　第一章 　建国ノ体制
大日本建国ノ基礎ハ、遠ク神代ニ成リ、神武天皇ニ至リテ、其ノ体制、
大おおい
ニ
整ととの
ヘリ。
初はじめ
、天照大神、皇孫
瓊ににぎのみこと
瓊
杵尊
ヲ
降おろ
シ、三種ノ神器ヲ
授さず
ケ給ヒ、五
部ノ神ヲ
侍はべら
セシメテ、勅シテ
宣のたま
ハク、
葦原千五百秋之瑞穂国、是吾子孫可
レ王之地也。宣
二爾皇孫戟而治
一焉。行矣、寶祚之隆、當
下與
二天壤
一無
セ窮者矣（あしはらちいほあきのみずほのくに、
これわがしそんのおーとすべきくになり。よろしくなんじこうそんげきしておさむべし。おこなわんかな、ほうそのさかんなるは、まさにてんじょうときわまりなかるべきものなり︱引用者） 。 （
日本書記一書
）
此ノ
天てん
壤じょう
無窮（皇室︱引用者）ノ詔勅ハ、実ニ我ガ建国ノ基礎ニシテ、国体ノ淵源ヲ表章セルモノナリ。
神武天皇、東征シ給ヒテヨリ、天祖ノ支流・諸族、
及および
、土着ノ蛮民等、皆平定ス、コゝニ於イテ、天皇、大和ニ在リ、皇基ヲ定メ給ヘリ。
文部省『尋常小学日本歴史 　巻一』 （東京書籍株式会社、明治
44・
10）は、小学校の低学年用の史書である。書きだしの記述は、天皇家や日本
国の起源、三種の神器、天孫の降臨についてのべている。
　第一 　　天照大神
天あま
照てらす
大おほみ
神かみ
は 　天皇陛下の遠き御先祖なり。其の御
威ゐ
徳とく
の極めて高くあまねきこと、あたかも天日のかがやけるが如し。伊勢の皇大神宮は此の
大おほ
神みかみ
を
まつり奉れる宮なり。
大日本帝国は 　初め大神が御孫瓊瓊株尊をして治めしめ給ひし国なり。
大おほ
神みかみ
尊みこと
を此の国に
降くだ
し給ふにあたり、此の国は我が子孫の
君きみ
たるべき地なり。
汝皇孫ゆいて治めよ。
寶ほう
祚そ
（皇位︱引用者）のさかえまさんこと天壤（天と地︱引用者）とともにきはまりなかるべし。と仰せ給へり。萬世までも動き
なき我が建国のもとゐは 　
實じつ
に此の時に定まれり。
大神はまた
鏡かがみ
と
劔つるぎ
と
玉たま
とを
尊みこと
（高貴な人︱引用者）に授け給ひき。これを三種の神器といふ。此の時 　大神は「此の鏡を見ること我を見るが如くせ
よ。 」と仰せ給ひき。これより神器は 　
御み
世よ
世よ
の天皇相つたへて 　皇位の
御み
しるしとし給へり。
瓊に
瓊に
杵ぎの
尊みこと
は 　三種の神器を奉じて 　
日ひうが
向
に
降くだ
り給へり。此の後、御二代を経て神武天皇の御時に至るまでは、
御みよ
代代
日向にましましき。神武天皇以前
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を
神かみ
代よ
といふ。
文部省『高等小学日本歴史 　巻一』 （東京書籍株式会社、明治
44・
11）は、天孫の降臨のあと神武天皇の創業へと話はつづく。
　第一 　　天孫の降臨
太古天照大神、御孫瓊瓊杵尊を此の国に
降くだ
して、之を治めしめ給ひき。此の時、
大おほみ
神かみ
詔しよう
して 　のたまはく、 「
豊とよあしはらのみずほ
葦原瑞穂
国は、我が子孫の
君きみ
たるべき
地くに
なり。汝
皇すめみま
孫
ゆいて治めよ。
寶あまつひつぎ
祚
の
隆さか
えまさんこと
天あめつち
壤
とともに
窮きはまり
なかるべし。 」と。萬世一系の皇統
實じつ
にここに始る。豊葦原瑞穂国は即ち我が大日
本帝国の古名なり。
つぎに引く、国定修身教科書下級児童用 ヨイコドモ 　下』 （日本書籍株式会社、昭和
16・
）になると、わが国が“神国”であることと軍事
的にも強国であることを礼賛している。
日本ヨイ国、キヨイ国。世界ニ
一ひと
ツノ
神ノ国。日本ヨイ 、強イ国。世界ニカガヤクエライ国。 （五十五頁）
文部省『初等科国史 　上』 （東京書籍株式会社、昭和
18・
三種の神器といわれるものの実体
（右上）鏡
かがみ
―西紀16年につくられた中国・後漢
王朝の青銅鏡
（左）剣
つるぎ
―古墳出土
（右下）曲
まがたま
玉
ねずまさし著『天皇家の歴史』
（新評論社，昭和8・）より。
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3）は、小学校用の日本史の教科書である。書きだしは、日本の建国の起源からはじまり、ついで天孫の降臨、三種の神器について叙述されている。
　第一 　　
神しん
国こく
　　一 　
高たか
千ち
穂ほ
の
峯みね
（前略）遠い遠い
神かみ
代よ
の昔、
伊いざなぎのみこと
弉諾尊
・
伊いざなみのみこと
弉冉尊
は、山川の眺めも美しい八つの島をお生みになりました。これを
大おほ
八や
洲しま
といひます。島々は黒潮たぎ
る
大おほ
海うな
原ばら
に
浮うき
城しろ
のやうに並んでゐました。つづいて多くの神々をお生みになりました。最後に
天あまてらすおほみかみ
照大神
が、
天あめのした
下
の君としてお生まれになり、日本の国の
基もとゐ
をおさだめになりました。大おほみ
神かみ
は、天皇陛下の御先祖に
當あた
らせられる、かぎりもなく尊い神であらせられます。 （中略）
萬世一系の天皇をいただき、
天あめつち
地
とともにきはみなく栄えるわが国がらは、これによって、いよいよ明らかとなりました。大神はまた、
八やたのかがみ
咫鏡
（八咫
は大きいこと、長いことの意︱引用者）に
八や
坂さか
瓊にの
曲まが
玉たま
（天照大神が、天の岩戸に閉じこもったときに奉った曲玉︱引用者） ・
天あめのむらくものつるぎ
叢雲劔
（別名・
草くさ
薙なぎ
の剣
︱
素すさのおおのみこと
戔嗚尊
が退治した
八やまたの
岐
大おろち
蛇
の尾から出たといわれる剣︱引用者）をそへて、
尊みこと
にお授けになって、此れの鏡は、
専もっぱ
ら我が御魂として、
吾あ
が
前みまへ
を
拜いつ
く
が
如ごと
、いきまつれと仰せられました。
御代御代の天皇は、この三種の
神じん
器ぎ
を、皇位の
御み
しるしとせられ、特に
御み
鏡かがみ
は大神として、おまつりになるのであります。
いま引いた文章をみてもわかるように、明治期以来、わが国の歴史は、神がかり的な天皇を中心として物語られてきたことである。すなわち、
日本の歴史を説きおこす国定教科書は敗戦まで、 “神代”の物語からはじめるのがふつうであり、 「古事記」や「日本書紀」の神話的記述がそのまま事実として教えかつ信じられていた。満州事変以来、ファショ的思想が優勢になるにつれて、世界の新秩序建設をめざして改めて神がかり的な日本主義が鼓吹されるようになった。
神国主義と軍国主義がひとつになり、 「八紘一宇」の精神が賛美され、結果的には太平洋戦争へと突き進んで行き、敗戦を喫するのであるが
終戦をさかいに従来の皇国史観の非科学性、でたらめぶり、史実の歪曲などが改めて識者の注目をひき、とくに太古史の部分の“
書い
きかえ
（
4）
”がさ
けばれるようになった。
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日本は「神国」であり、天皇は
現あら
人ひと
神がみ
である、といった思想は、前世のひとびとがじぶんたちの天皇観としてつくったものであり、何の科学的
な根拠もないものであった。
いま日本の社会史研究のうえから、 室の起源ならびに天皇についてすこしふれておく。が、文献資料の点からその起源について完全に解明す
ることは不可能である。
むかし、山のふもとや野の泉、小川のそばで、ひとびとは“村”をつくって生活していた。居住地を木の
柵さく
でかこい、草を用いて家をつくって
いた。村落には“
君キミ
”とよばれる首長がいて、村をおさめていた。村の
長おさ
のことを“
村ムラ
君ギミ
”といった。かれの主なしごとは、神と村人との取つぎ
役
―
祈とうをおこなったり、神託をうかがい、それを村人に伝えることであった。
いまでいう“
神み
子こ
”の役目をしていたのは、男または女であった。古代においては、
祭さい
祀し
（まつり）と
政
まつりごと
（治）は一つになっていた。
山やま
和と
（現・奈良県天理市
長な
柄がら
の一帯）の山のふもとにある村里では、秋の稲の刈り入れをおえ、うたげがはじまるところであった。村には“
語かたり
部べ
”の老婆がいて、酒に酔ったいきおいで、暗記している神話やふるい伝承を村人にかたったりした。当時わが国は、国家も階級もない共同体社
会であった。
紀元二十七年ごろの日本（
倭わ
人じん
の国）に、村君によって支配された国が百あまりあったようである。 『
魏ぎ
志し
』
倭わ
人じん
伝でん
（三世紀末に晋の陳寿が著
した中国の正史「三国志」の一部）に、　倭人傅
倭人在帯方東南大海之中依山鳥為國邑舊百餘右の現代語訳
―
（倭人は
帯テバン ［韓国語風のよみ方］
方
［いまの韓国ソウル附近］の東南大海の中に住み、山島によって
国こくゆう
邑
［諸候の封地］をつくる。もと百余国）
とある。また日本人をしめす“
倭わ
”という史料に『
前ぜん
漢かん
書じょ
』 （後漢の
班はん
固こ
［三二～九二］が撰んだ）があり、その巻二十八下・地理志・
燕えん
地ち
のくだりに、
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楽浪海中有倭人、分為百余国、………。右の現代語訳
―
（
楽らく
浪ろう
（さざ波︱引用者）の海中倭人あり、分れて百余国となる）
とある。中国の史書にあらわれたこれらの日本列島についての記述は、紀元前後の状態をしめすものらしい
（
46）
。
ちなみに、歴史学者の津田左右吉（一八七三～一九六一）は、上海集成図書公司蔵版（乾隆四年校刊） 『前漢書』を所持し、いまひいた引用
文にはすべて「
○まる
」が打ってある。
当時の“国”といっても、国家 体をなしたものでなく、小さな部落のようなものであったろう。その村のようなものの中で勢力のあるものが、
まわりの国を併合し 、じょじょに大きくなっていった。
紀元五十七年、
倭わの
奴なの
国こく
王おう
が後漢に使者をおくり、光武帝より金印（
漢かんのわのなのこくおういん
倭奴国王印
）をうけた。
一四六年、このころ
倭わの
国くに
は乱れ、内乱がさかんにおこったようである。一八八年、このころ邪馬台国の大倭王として
卑ひ
弥み
呼こ
が立てられ、三十余
りの国を支配下においた。女王卑弥呼は、 「鬼道につかえ、よく衆をまどわせる」 （ 『魏志』倭人伝）とあるから シャーマン（
巫み
女こ
）のような
人間であったのであろう。
邪馬台国がどこにあったのかについては、諸説紛々としているが、幾
内の
山やま
和と
であるといった説が有力である。すると、山和の“
村ムラ
君ギミ
”が、
大おお
君きみ
（天皇の尊称）として君臨したということである。
二四八年、卑弥呼が亡くなり、一時男の王がたったが国が治まらなか
ったので、一族の娘が女王となった。三一七年ごろ、大和国家が成立し、九州北部から中部地方までその支配下におさめた。
津田左右吉旧蔵の『前漢書』（乾隆四年校刊）
の書き入れ。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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漢語の“天皇”は、 「天の神」とか「天帝」の意である。が、わが国で用いられている“天皇” （スメラミコト）というのは、六世紀に中国文字
によって作ったことば
（
4）
であるらしい。天皇家の起源について科学的に究めることは不可能であるが、天皇は“神の子孫である”とかその権力は、
天照大神から与えられたものであるかとかいう説明
（
48）
は、大化改新（六四五年）以後につくられたものという。そして、天皇が土地や人民を支配す
る最高権力者、専制君主として 地位が確立したのは
（
49）
、紀元六四五年六月の大化改新（政治変革）によってである。いわゆる古代天皇制のはじま
りが、これである。
この古代天皇制は、国家の封建制とともにできた であるが、それがおとろえ とともに凋落の一途をたどり、鎌倉から江戸時代にかけて、天
皇制はすっかりおとろえた。しかし、明治維新（一八六八年）により、それまで京都で閉居生活を送っていた天皇が、
ふたたびかつぎ出され0
た0（
0）
。こんどは中央集権的絶対主義（君主の権力をみ
とめる政治形態）の政府の頭領として、 “
生いき
神様”のあつかいをうけ、それが昭和二十一年（一
九四六）元旦の天皇の人間宣言までつづいたのである。
昭和二十年十二月三十日
―
病気の幣原首相の代理として参内した文相は、天皇より、年頭の
詔しょう
書しょ
において“
現あら
御ひと
神がみ
”でないことを宣したい旨伝えられた。昭和天皇の“人間宣言”の詔書
は、年があけて昭和二十一年（一九四六）一月一日
―
年頭の国運振興の文章とともに各紙を通
じて一般に公示された。
（前略）
朕ちん
ト
爾なん
等じら
国民トノ間ノ
紐じゅう
帯たい
ハ、
終しゅう
始し
相互ノ信頼ト敬愛トニ
依よ
リテ
結むす
バレ、単ナル神話ト
伝説トニ依リテ生ゼルモノニ
非あら
ズ。天皇ヲ
以もつ
テ現御神トシ、
且かつ
日本国民ヲ以テ 　他ノ民族ニ優越セ
ル民族ニシテ、
延のび
テ世界ヲ支配スベキ運命ヲ有スルトノ架空ナル観念ニ
基もとづ
クモノニ非ズ。……
（ 『朝日新聞』より）
昭和初年以来、太平洋戦争がおわるまで日本を支配しつづけた指導理念
―
軍国主義的なファ
天皇の“人間宣言”を伝える『朝日新聞』の記事
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シズムとは何であったのか。それは外にたいしては、
―
神話・伝承の無批判的信仰にもとずく、神がかり的な、ひとりよがりの自大主義。じぶ
んだけがすぐれていると自負する国粋主義。選民主義。侮蔑主義。排外主義であったという
（
1）
。
うち（国内）にたいしては、封建的、専制的、恐怖政治的な政治
―
いい換えると、独裁的国家社会主義的政治がおこなわれた。そして天皇制
の果たした役割というのは、国内の反動勢力の抑圧と帝国 的侵略であった。
＊
昭和期（終戦まで）の社会科学文献。昭和元年（一九二六）から終戦の同二十年（一九四五）までの約二十年間に、じつに多くの社会科学に関する文献が生みだされた。いま『国立
国会図書館 　蔵書目録 　昭和元年～二十四年三月 　第三編 　社会科学
（1）』 （国立国会図書館発行 　平成
10）をみると、この中に収録された社会科
学文献の総件数は、五万八二七三件である。大正期 総件数は、一万九二九九件あったことと比べると、約数万件の増加である。
同目録によって、目ぼしい社会科学文献を
仕し
分わけ
（分類）すると、つぎのようになる。
「社会」の項目の中にくくられている文献（昭和元～昭和
0）……二四冊。
「社会学」の項目の中にく られている文献（昭和元～昭和
0、この中には訳書も含まれる）……二三五冊。
「社会史・ 組織」 項目の中にくくられている文献（昭和元～昭和
0）……一八六冊。
「社会病理・社会事業・災害」の項目の中にくくられている文献（昭和元～昭和
0）……一一○五冊。
わたしは例によって、はじめ社会一般、社会思想、 主義などの諸文献について語り、さいごに本題である、純然たる社会学書にふれるつも
りである。
昭和元年から終戦までの間（一九二六～一九四五）に刊行された目ぼしい社会 を一覧表にすると、つぎのようになる。
セー・ブーグレ著本田喜代治・木村健助共訳
  『平等思想の社会学的考察 　附録
―
分業論』
 
昭和
・
4
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レーニン著竹尾弌訳
  『貧農に與ふ
―
農民と労働者は如何にして結合す可きか』マルクス書房
 
昭和
・
6
レーニン著北浦仙太郎訳
  『マルクス主義の源泉と構成』南宋書院
 
昭和
・
6
ボグダーノフ著林房雄訳
  『社会意識学概論』白揚社出版
 
昭和
・
6
レーニン著山内封介訳
  『一歩は前へ二歩は後へ』白揚社出版
 
昭和
・
6
松永材著
 
『リッケルトの価値哲学』冨山房
 
昭和
・

小野武夫著
 
『農村社会史論講』厳松堂書店
 
昭和
・

テンニース原著井森陸平訳
  『共同社会と利益社会
 
昭和
・
8
シュタイン著共調会訳
  『社会思想史』協調会発行
 
昭和
・
9
ホッブハウス著塩田秀介訳
  『社会哲学第一原理（合理的善） 』スキア書院
 
昭和
・
10
ヰル・ヂューラント著村松正俊訳
  『西洋哲学物語』アルス
 
昭和
・
10
カアル・カウツキイ著高橋正男訳
  『無産階級革命とその綱領 金星堂出版
 
昭和
・
10
レーニン著西雅雄・渡部義通共
  『組織問題』マルクス書房
 
昭和
・
11
今井三郎著
 
『社会哲学概論 新生堂
 
昭和
・
1
レーニン著門屋博・関根悦郎共訳
  『三月革命より十一月革命まで』マルク 書房
 
昭和
・
1
レーニン著青野季吉訳
  『何を為すべきか』白揚社出版
 
昭和
・
1
レーニン著川内唯彦訳
  『人民の友とは何ぞや
 
昭和
・
1
レーニン著小林明訳
  『ボルシェビキは権力を維持し得るか』共生閣
 
昭和
3・
3
レーニン著岡田宗司訳
  『
資本主義最近の段階としての
帝国主義』叢文閣
 
昭和
3・
3
船口万壽著
 
『国体思想変遷史』国体科学
 
昭和
3・
4
ア・イ・スピリドーウィチ原著
  『
露国に於ける
ボリシェヴィズム発達史 　上巻・下巻』大阪毎日新聞社
 
昭和
3・
4
本庄栄治郎著
 
『近世封建社会の研究』改造社
 
昭和
3・
4
ガブリエル タルド著赤坂静也訳
  『輿論と群集』刀江書院
 
昭和
3・
4
福本和夫著
 
『唯物史観のために』改造社
 
昭和
3・
4
レーニン著吉山道三訳
  『背教者カウツキー』共生閣
 
昭和
3・
4
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『大思想 　エンサイクロペヂア 　
13
　社会学』春秋社
 
昭和
3・

マキーバー原著原実訳
  『共同社会・結社・国家』社会評論社
 
昭和
3・

円谷弘著
 
『カフェー文化の諸現象』社会学徒社
 
昭和
3・
6
ジョン・スチュアート・ミル著河野密訳
  『功利主義論 　全』而立
 
昭和
3・

永井亨著
 
『日本国体論』日本評論社
 
昭和
3・
8
永井亨著
 
『日本民族論』日本評論
 
昭和
3・
8
レーニン著正木康訳
  『マルクス主義と修正主義』共生閣
 
昭和
3・
8
波多野鼎著
 
『社会思想史概説』日本評論社
 
昭和
3・
9
土田杏村著
 
『社会哲学原論』第一書房
 
昭和
3・
9
栗須七郎著
 
『水平道』
 
昭和
3・
9
ヘルマン・ヘルレル原著須山賢一訳
  『現代政治思潮』中外文化協会
 
昭和
3・
10
アール・ピー ジェメツリー著隈崎渡訳
  『家族の起源』啓明
 
昭和
3・
10
牧野信之助著
 
『
武家時代
社会の研究』刀江書院
 
昭和
3・
11
アー・デボーリン河野重弘・永田広志共訳
  『哲学とマルクス主義 上野書店
 
昭和
4・

柳田国男著
 
『都市と農村』朝日新聞社
 
昭和
4・
3
三木清著
 
『社会科学の豫備概念』鉄塔書院
 
昭和
4・
4
ベネデット・クロオチエ著西宮藤朝・浅野研真共訳
  『社会思想全集 　第十六巻 平凡
 
昭和
4・
4
宮本桂仙著
 
『共産主義の崩壊』佐々木書院
 
昭和
4・

永井亨著
 
『日本思想論』早稲田大学出版部
 
昭和
4・
6
船口万壽著
 
『国体倫理学』国体科学社
 
昭和
4・
6
来原慶助著
 
『赤禍 　　共産主義真相』厳松堂
 
昭和
4・
6
清水静文著
 
『人口問題の研究』文啓 書房
 
昭和
4・
6
呉文炳著
 
『江戸社会史』啓明社
 
昭和
4・
6
山口延吉・稲垣稔共著
  『
農村の新教育
全村学校』泰文館
 
昭和
4・
9
（64）101
太田亮著
 
『
日本上代に於ける
社会組織の研究』磯部甲陽堂
 
昭和
4・
10
瀧川政次郎
 
『日本社会史』刀江書院
 
昭和
4・
10
石川秀雄著
 
『日本社会階級 国体科学社
 
昭和
4・
10
カール・カウツキー著近藤宗男訳
  『
基督教の発生と
古代無産階級』社会評論社
 
昭和
4・
11
浅野成俊著
 
『不良少年と教育施設』日本学術普及会
 
昭和
4・
11
立山隆章著
 
『日本共産党検挙秘史』武俠社
 
昭和
4・
11
納武津著
 
『
世界各種
秘密結社の研究』一進堂
 
昭和
4・
11
平林初之輔
 
『近世社会思想講話』千倉書房
 
昭和
4・
1
フランス学会編
 
『
フランス
の社会科学
―
現代に於ける諸傾向』刀江書院
 
昭和
・

高橋亀吉著
 
『大不景気襲来及其ノ対策』春陽堂
 
昭和
・
3
西村真次著
 
『人類協同史』春陽堂
 
昭和
・
4
ヴラヂーミル ・ フリーチェ著昇 　曙夢訳
  『芸術社会学』新潮社
 
昭和
・
4
佐野学著
 
『社会史研究』希望閣
 
昭和
・

安達久著
 
『日本教育思想史 モナス
 
昭和
・
8
本荘可宗著
 
『プロレタリア宗教理論』大鳳閣書房
 
昭和
・
9
長谷川光太郎
 
『循環景気の実際研究』正和堂
 
昭和
・
9
里見岸雄著
 
『思想的嵐を突破して』アルス
 
昭和
・
9
石浜和行著
 
『社会変革過程の諸問題』天人社
 
昭和
・
10
河上肇著
 
『第二貧乏物語』改造社
 
昭和
・
11
レーニン著直井武夫訳
  『共産主義「左翼」小児病』希望閣
 
昭和
・
1
レーニン著福島次郎訳
  『民族問題について』希望閣
 
昭和
6・

安部磯雄・小池四郎共訳
  『インターナショナル 　歴史 　現状発展』春陽堂
 
昭和
6・
3
石川恒太郎著
 
『日本浪人史』春秋社
 
昭和
6・
3
田川大吉郎著
 
『社会改良史論』教文館出版部
 
昭和
6・
4
100（6）
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能勢岩吉著
 
『最近学生左翼運動秘録』万里閣
 
昭和
6・
4
森清人著
 
『大衆を何処へ動員すべきか
―
日本主義無産運動理論の提唱』先進社
 
昭和
6・
4
ハヴエロック・エリス著豊前芳三訳
  『性と文明』カオリ社
 
昭和
6・
4
櫻井庄太郎著
 
『日本封建社会史
―
初期封建社会に関する若干の研究』白鳳社
 
昭和
6・
4
大谷光瑞著
 
『世間非世間』実業之日本社
 
昭和
6・
4
陶希聖著野原四郎訳
  『支那封建社会史 四海書房
 
昭和
6・

福原武著
 
『日本社会文化史概論 興亜学塾
 
昭和
6・
6
ベーム・バウエルク著竹原八郎訳
  『マルクス学説体系の終焉 日本評論社
 
昭和
6・
6
三村親信著
 
『教育勅語と教育の淵源』大日本家族協会
 
昭和
6・

社会学研究会
 
『イデオロギー論』同文館
 
昭和
6・

細川亀市著
 
『日本原始共産体の研究』白揚社
 
昭和
6・

岩崎卯一著
 
『社会統制理論の研究』 評論社
 
昭和
6・
10
夏秋亀一著
 
『共産主義社会主義 解剖 文明協
 
昭和
6・
11
伊藤蔵平著
 
『日本国家の成立過程』白揚社
 
昭和
6・
11
得能文・高階順治共著
  『高等教育哲学概説』東洋図書株式合資会
 
昭和
・
3
古瀬伝蔵著
 
『百姓だって人間だ』泰文館
 
昭和
・
3
木村松代著
 
『結婚社会学』改造社
 
昭和
・
3
河合栄治郎・臘山政道著
  『学生思想問題』岩波書店
 
昭和
・

土田杏村著
 
『現代世相論』千倉書房
 
昭和
・
6
シャルル・ジッド、レオン・ブルジョア共著松浦要訳
  『社会連帯責任主義』日本評論社
 
昭和
・
6
猪狩又蔵著
 
『日本皇室論』日本皇室論刊行会
 
昭和
・
6
浅野研真著
 
『社会を診断する 東書院
 
昭和
・
6
桑木厳翼著
 
『現代哲学思潮』改造社
 
昭和
・
8
土方成美著
 
『フアツシズム
―
思想・運動・政策』岩波書店
 
昭和
・
8
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山本三吾訳
 
『
モルガン
古代社会』共生閣
 
昭和
・
10
東洋経済新報社編
 
『日本戦時経済の全貌』東洋経済出版部
 
昭和
・
10
長守善著
 
『ナチス
―
ヒットラー運動・思想・政策
―
』日本評論社
 
昭和
8・
4
大島豊著
 
『現代哲学史』第一書房
 
昭和
8・
4
加田哲二著
 
『明治初期社会思想の研究』春秋社
 
昭和
8・

レオポルト・フォン・
ーゼ著
黒川純一訳
  『国体学』森山書店
 
昭和
8・

林癸未夫著
 
『国家社会主義論策』章華社
 
昭和
8・
6
尾形鶴吉著
 
『
本邦
俠客の研究』博芳社
 
昭和
8・

津田左右吉著
 
『上代日本の社会及び思想』岩波書店
 
昭和
8・
9
佐久達雄著
 
『日本古 社会史』白揚社
 
昭和
8・
11
中沢弁次郎著
 
『窮乏農村の再建方策 大東出版社
 
昭和
9・
3
窪田伝一著
 
『世の父兄に捧ぐる赤化子弟の告白 広文
 
昭和
9・

ジェー・エス・ミル著伊藤安二訳
  『社会科学の方法論
―
道徳的諸科学の論理学について』敬文堂
 
昭和
9・

サフアロフ著白揚社編輯部訳
  『日本帝国主義論』白揚社
 
昭和
10・
3
大井一哲著
 
『建国由来と皇道政治 会問題研究所
 
昭和
10・

レ
・ブリュル著
山田吉彦訳
  『未開社会の思惟』小山書店
 
昭和
10・

林 　要著
 
『猿と人間と社会』叢文閣
 
昭和
11・
4
李清源著
 
『朝鮮社会史読本』白揚
 
昭和
11・
4
レニン著瓜生信夫・直井武夫共
訳
  『マルクス・エンゲルス・マルクス主義 ナウカ社
 
昭和
11・

 
『獨逸大観』日本電報通信
 
昭和
11・

河上肇著
 
『マルクス主義の哲学的基礎』黄土社
 
昭和
11・

河合栄治郎
 
『社会思想家評伝』日本評論社
 
昭和
11・
6
シャルル・ラロ著田部節訳
  『芸術と社会生活』改造社
 
昭和
11・
9
ニコライ・レーニン著高橋一夫訳
  『
農業問題と
マルクス批判者』白揚社
 
昭和
11・
10
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新明正道著
 
『ファッシズムの社会観』岩波書店
 
昭和
11・
1
勝俣忠幸著
 
『日本古来の国民思想史』東山書房
 
昭和
11・
1
邱致中原著今里
雄翻訳
  『都市社会進化史』日本農村問題研究所
 
昭和
1・
4
柳田国男編
 
『山村生活の研究』民間伝承 会
 
昭和
1・
6
 
『獨逸大観』
 
昭和
1・
9
 
『時局と国民自覚大講演集 日本文化中央連盟
 
昭和
1・
11
ベルリン景気研究所著宮西義男訳
  『戦争と経済総動員
―
工業総動員の統計的研究』慶応書房
 
昭和
13・
4
村落社会学会論
 
『村落社会の研究法』刀江書院
 
昭和
13・
6
村田豊秋著
 
『人間論』中央出版社
 
昭和
13・
6
清水安二著
 
『支那の人々 鄰友社
 
昭和
13・
6
オトマール・シュパン著秋沢修二訳
  『全体主義 原理 白揚
 
昭和
13・

樺俊雄著
 
『世界観の問題』三笠書房
 
昭和
13・

三浦周行著
 
『国史上の社会 創元社
 
昭和
13・
1
シューラー、マンハイム他著樺俊雄、武田良三共訳
  『人間と社会』三笠書房
 
昭和
14・
1
藤井博士全集
第五巻 　第二分冊
 
『マルキシズム批判』玉川学園出版部
 
昭和
14・

中山忠直著
 
『我が日本学』嵐山荘
 
昭和
14・

中村吉治著
 
『中世社会の研究 河出書房
 
昭和
14・
11
新明正道著
 
『人権と社会』河出書房
 
昭和
1・
4
住谷悦治著
 
『近世社会史』三笠書房
 
昭和
16・

野村兼太郎著
 
『徳川封建 の研究 光 院
 
昭和
16・

高山岩男著
 
『文化類型学研究』弘文堂書房
 
昭和
16・

吉岡修一著
 
『現代仏蘭西哲 』三笠書房
 
昭和
16・
8
今村忠男著
 
『軍票論』商工行政社
 
昭和
16・
9
本庄栄治郎著
 
『社会経済 日本評論
 
昭和
16・
1
（68）9
池田栄著
 
『日本政治学の根底』有斐閣
 
昭和
1・

堀田吉明、冨永謙吾他共著
  『大東亜戦史』広文堂書店
 
昭和
1・

今口出海著
 
『日本の家族制度 青木書店
 
昭和
1・

新亜細亜編輯部
 
『大東亜の資源と経営 大和
 
昭和
1・
8
西村真次著
 
『南方民族誌』東京堂
 
昭和
1・
8
ガブリエル・タルド著小林珍雄訳
  『社会法則』創元社
 
昭和
18・
1
藤間生大著
 
『日本古代家族 伊藤書店
 
昭和
18・
4
ブーグレ著平山高次訳
  『価値の進化』桜井書店
 
昭和
18・

寺田弥吉著
 
『日本総力戦の哲学』二見書房
 
昭和
18・
8
宗教団体戦時中央委員会編纂
  『大東亜建設と宗教』東京開成館
 
昭和
18・
9
本位田祥男著
 
『戦時の家族経済』光生館
 
昭和
18・
10
中村吉治著
 
『封建社会』河出書房
 
昭和
18・
10
有賀喜左衛門
 
『日本家族制度と小作制度 河出書房
 
昭和
18・
1
中川與之助著
 
『
ナチス社会の
基本構造の研究』山口書店
 
昭和
19・

ルイス・アラキスタイン原著坂本静雄訳編
  『メキシコ社会史』青年通信社出版部
 
昭和
19・
3
三谷隆正著
 
『幸福論』近藤書店
 
昭和
19・
3
鬼頭英一著
 
『社会存在の論理』河出書房
 
昭和
19・

荒木俊馬著
 
『日本精神と日本学術 恒星社厚生閣
 
昭和
19・
1
波多野鼎著
 
『マルクス主義大要』惇心堂
 
昭和
1・
1
『平等思想の社会学的考察
  附録
―
分業論』 （昭和
・
4）は、フランスの社会学者セレスタン・ブーグレ（一八七○～一九四○、ソルボンヌ
の教授を経て、エコール・ノルマールの校長）の
L
es Idées égalitaires, étude sociologique,
3 °
éd. P
aris, F
. A
lcan を反訳したものという。訳稿はまず
木村健助がつくり それを原書と厳密に照合し、手を入れたものである。
96（69）
社会学伝来考
附録の「分業論」は、本書の訳者のひとり本田喜代治が、雑誌『我等』 （第五巻～第六巻）に連載したものを、木村が手を入れ、改訳したもの
である。
内容の概略は
―
第一編 　第一章 　平等思想の定義 　第二章 　平等思想の事実 　第三章 　人類学的、観念学的、社会学的説明 　第二編 　第一章
　社会単位の量。数、密度、動性 　第二章 　社会単位の質。同質性及び異質性 　第三章 　社会の錯綜 　第四章 　社会の統一 　結論 　附録 　分業論
―
である。
著者によると、人間の平等についての思想ほど、われわれに生気をあたえ、かつ感情を刺激するものはないという。しかし、それを科学的研究
の対象としたばあい、これ以上に興味をかき立てると同時に、これほどむずかしいテーマはないのである。人間の平等思想について、道徳的判断をくだせても、それに科学的な説明をくわえるとなると、容易ではないのである。
ひとは平等の思想を実現するには、何をなすべきか。その実現には、ど ような社会組織が必要であるのか。平等主義の実現のためには、法を
どのように改正すべきか。商取引の流通をどのように規定すべきか。公務の執行、選挙権をどうすべきか。平等主義を実現するには、法律・政治・経済上の制度をどのように形づくるべきか
―
ここに社会的技術の問題がある、という。
竹尾弌訳『貧農に與ふ
―
農民と労働者は如何にして結合す
可べき
きか』は、レーニン（一八七○～一九二四、ロシアの革命家、共産党創立者）が
レーニン著『貧農に與ふ―農民と労働者は如
何にして結合す可きか』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
セー ･ ブーグレ著『平等思想の社会学的考察』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
（0）9
一九○三年五月農村問題について、農民のことばをもって、貧農に呼びかけたときのパンフレットを反訳したものである。
労働者と農村の結合はどうあるべきか。両者の結合は、それぞれがもつ特質を分析究明したうえでの結合でなくてはならぬという（ 「序」 ） 。訳
者によると、わが日本の“無産階級解放運動”がいま直面している緊切な問題とは、労働者と農村との提携（結合）問題であるという。レーニンによれば、この提携は政治的になさるるべきであると う。
内容の概略は
―
第一章 　都市労働者の闘争 　第二章 　社会民主主義者は何を欲するか 　第三章 　富と貧困、農村に於ける財産の私有者と労働
者 　第四章 　中農は何処へ行く？
  土地私有者か地主の方へか又は労働者か無産者の方へか？ 　第五章 　社会民主主義者は一切の人民、一切の労
働者の為、如何なる改善を獲得せんとするか？ 　第六章 　社会民主主義者は、
凡あら
ゆる農村の為、如何なる改善を獲得しつつあるか？ 　第七章 　農
村に於ける階級闘争
―
である。
かつてロシアでは、
皇ツアー
帝
の“専制的政府”のもと、労働者が待遇の改善をもとめてストライキをおこしたり、
怠サボタージュ
業
をすると、警察がやってきて、
労働者を捕え、かれらを投獄し、裁判をせずに故郷やシベリアへ追放した。政府は法律により、ストライキや怠業や集会を禁止していたから、これは当然の処理でもあった。
労働者の側からすれば、資本家（金持）のために、働けるだけ働いてきたのだから、もう人にじぶんのものを略取されるのはまっぴらごめんな
のである。かれらは一大労働者同盟を組織し、よりよき社会組織を獲得したいだけなのである。新しい組織の とでは、すべての人間は労働に従事せねばならず、富者も貧者もあってはならないのである。
かつての隷農制のもとでは、農民に自由はなかった。かれの主人（地主）の許可がないと、どこへも行けず、財産も取得できず、結婚すらでき
なかった。ときに主人から
笞ち
刑けい
をもうけた。農民は、地主や官吏の奴隷であったのである。レーニンによると、これからロシア人民は、政治的自
由をもたねばならぬという。それは何かというと、
―
一 　
国デューマ
会
にじぶんたちの議員を選ぶ権利をもつこと。
一 　すべての法律は、審議をへて発布されねばならぬこと。一 　切の税は、人民の代表がいる国会で制定されねばならぬこと。一 　人民がいっさい 官吏をえらび、いっさいの国家の事件を審議するための集合をひらく権利をもつこと。
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一 　無許可で、自由に新聞・書物を発行しうる権利をもつこと。北浦仙太郎訳『マルクス主義の源泉と構成』 （大正
・
6）は、レーニンの幾篇からの論文を反訳したものである。内容の概略は
―
マルクス
主義とレーニン主義（序文） 　マルクス主義の三つの源泉と三つの構成部分 　マルクス主義解説
―
である。
マルクス主義の哲学のみなもとは、唯物主義であり、かれはそれを深め、発展させつつ、それを労働者階級の認識の武器とした。マルクスもエ
ンゲルスも、哲学的唯物 を固持した。
林房雄訳『社会意識学概論』 （昭和
・
6）は、アレクサーンドル＝アレクサーンドロヴィチ・ボグダーノフ（一八七三～一九二八、ロシアの
政治家・哲学者・経済学者、本職は医師）の著述の独訳
D
ie E
ntw
icklungsform
en der G
esellschaft und die W
issenschaft 『社会と科学の生長形式』を
重訳したものである。
表題にある“社会意識学”とはなんのことか。そのまえに“社会意識”について述べておく必要がある。著者によれば、社会意識とは、人間が
なんらかの様式で表現し、他人によってなんらかの様式で理解されたものの意である。もっと具体的にいえば
―
人は、相手の身体や顔や目のう
ごき、叫び声や口から発することば、書いた文字、絵画などによって、他の人間の精神状態を知る。
すなわち、一人の人間から他の人間に伝えられたすべてのものは、もう単なる“個人意識”に止らずして、 “社会意識”となる、という。した
がって、 “社会意識学”とは、人間の社会意識の科学のことである。社会意識学は、別名“イデオロギーの科学”といわれたり、 “精神文化”もその意で用いられることがある。 は、ふつう“観念形態”とか“観念学”と訳されるが、人間の行動を左右する根本的な物の考え方の体系の意である。
本書はいわば、社会意識（イデオロギー）に関する系統的な著述である。内容の
概略は
―
序論 　第一章 　社会意識学の定義 　第二章 　社会意識学の方法 　第三章
　社会意識学の限界並びに説明計画 　原始イデオロギーの時代 　権威的イデオロギ
ーの時代 　個人主義イデオロギーの時代 　集団主義のイデオロギー 　結語
―
であ
る。
発禁になったボグダーノフ著『社会意識学概論』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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山内封介訳『一歩は
前まえ
へ二歩は
後うしろ
へ』 （昭和
・
6）は、レーニンが著した
ロシア社会民主労働党の分裂のいきさつをくわしく解剖し、説明し、批判したものである。同党は一九○三年にブリュッセルとロンドンで開かれた第二回党大会において、ボリシェビキとメンシェビキとに分裂した。党を結合し、一歩まえに進んだとおもったら、分裂し、二歩うしろへ後退してしまった。
レーニン一派のボリシェビキ（左派）は、中央集権的で独裁的な組織を主張
したのに反して、メンシェビキ（右派）の主張は民主主義的、自治主義的であった。レーニンは、第二回党大会後、一九○四年春まで 同書を書きあげ、スイスのジュネ ブで単行本として刊行した。
松永材の『リッケルトの価値哲学』 （昭和
・
）は、ドイツバーデン派の
首領ハインリッヒ・リッケルト（一八六三～一九三六）の哲学について簡略な叙述を試みたものである。リッケルトの哲学の目的とは、人生の意義やその目的をあきらかにすることであっ 。著者によれば、われわれが生活と努力の意義を知ることができるのは、われわれが向うべき“目的”をはっきり捕えたときだという。 こにはじめて人生 価値が存する。“
酔すい
生せい
夢む
死し
”ということばがある。それは、何も価値あることをせず、ただ
生きていたというだけの人生 終え 意である。あるいは、 “つまらぬ一生”
の意である。無知や無反省の人生（酔生夢死）は、価値ある人生ではない、という。生活にたいして何んら疑惑を感じないものは、本書を読むなかれという。本書によって何も得るところがないからである。人生の目的や進むべき道を知りたいものだけが本書を読んでほしいという。
内容の概略は
―
予備門 　一 　カントを出発して、カントを通じて、カントを越えて 　二 　世界観の学としての哲学 　三 　生命価値と文化価値
　第一章 　存在の世界（内在的表象の世界） 　第二章 　価値の世界（超越の国） 　第四章 　文化 　第五章 　哲学の体系的編制 　第六章 　歴史哲学の
レーニン著『一歩は前へ二歩は後へ』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
小野武夫著『農村社会史論講』。
〔法政大学大原社会問題研究所蔵〕
9（3）
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問題
―
である。
小野武夫の『農村社会史論講』 （昭和
・
）は、おもに徳川時代の農村社会のしくみとその動揺（さわぎ）についての史論（小篇）を収録し
たものである。本書に収めた論文は、 『中央公論』 『社会政策時報』 『法政大学論集』その他の諸雑誌に発表したものである。
内容の概略は
―
第一篇 　序講 　第二篇 　近世百姓一揆史論 　第三篇 　封建農民の消極的反抗 　第四篇 　近世地主の発達 　第五篇 　近世小作制
度の変遷 　第六篇 　小作
騒そう
擾じょう　第七篇 　徳川時代の農村奉公人 　第八篇 　農村に於ける特殊の家筋 　
括かつ
言げん
―
である。
日本の封建制度といえば、ふつう平安朝の中ごろから徳川時代末期にいたる八百年を指すのであるが、この間搾取者（朝廷、幕府、諸藩）は、
百姓が上納する貢物をもって行政費を支弁した。ときに糊口の途をうしなった非搾取者の百姓は、圧制なしごとをする領主や役人に蜂起することがあった 、それはふつう“百姓一揆”と呼ばれている。著者は百姓一揆がおこる原因を分析している。
その根本の原因を質せば、政治的原因（政治一揆）と経済的原因（社会一揆）にわけられるという。政治的原因には
―
租税の過重、役人（藩
［幕］吏）の非行、村役人（名主、組頭、百姓惣代）の非行などがある。経済的原因には
―
食糧不足、物価騰貴などがある。
封建時代の百姓は、ロシアの農奴のような待遇をうけ、圧政に苦しみ、農作物の多くを年貢として収奪され、ときに悪徳領主や奸吏を排するた
めに、死を賭して必死の抗争をよぎなくされたことはいうまでもない。
井森陸平訳『共同社会と利益社会』 （昭和
・
8）は、ドイツの著名な社会学者フェルディナンド・テンニース（一八五五～一九三六）の
G
em
einschaft und G
esellschaft, 6. und . A
ufl. 196 を反訳したものである。本書は、ジンメルの大著『社会学』とともに形式社会学における古典
的文献という（ 「訳者 　　序」 ） 。原著はジンメルの著述と もに難解なる点にお て定評があり、ドイツ本国には本書にたいする手引書まであるという。
注（
1） 『国語大辞典』 （小学館、昭和五十七年二月） 、一二九二頁。
（
） 「福岡連隊事件と水平社運動」 『昭和二万日の全記録 　第
1巻』所収、 （講談社、平成元年六月） 、一一七頁。
（
3）麻生久「農働農村党の解散」 （ 『改造』 月号所収、昭和三年五月）
（4）91
（
4） 『読める年表 　日本史』 （自由国民社、平成二年十月） 、九六八頁。
（
） 『昭和二万日の全記録 　第
巻』 （講談社、平成元年二月） 、一四六頁。
（
6）注（
4）の九四六頁。
（
） 『昭和史 　第五巻』 （毎日新聞社、昭和五十九年一月） 、一六八頁。
（
8） 『画報 　近代百年史 　第十二集』 （国際文化情報社、昭和二十七 六 五三
（
9） 『作家の自伝 　
1
　小林多喜二』 （日本図書センター、平成九年四月） 、七頁。
（
10） 『特高警察黒書』 新日本出版社、昭和五十二年） 、一三一頁。
（
11） 『写真図説 　総合日本史 　第
8巻 　近代篇 　下』 （国際文化情報社、昭和三十一年六月） 、一○一六頁。
（
1）注（
10）の一三五頁。
（
13） 「暗雲が立ちこめてくる時代」 『決定版 　昭和史 　第六巻』所収、 （毎日新聞社、昭和五 九年二月） 、二二七頁。
（
14）佐々木惣一「大学教授の職責と其の地位」 （ 改造』七月号所収 八年七月）
（
1） 『原理日本』 原理日本社、昭和十八年二月 、 頁。
（
16） 「京大滝川事件」 『証言 　私 昭和史 　
2』所収、 （旺文社、昭和五十九年十一月） 、四六頁。
（
1）宮城実「転向の動機」 （ 『改造』七月号所収、 八年七月）
（
18）注（
1）におなじ。
（
19）十八年も獄中にあった昭和の岩窟王・徳田球一は、沖縄県
国クンチャン
頭
郡
名ナゴ
護
村の船問屋の主人と琉球人の妾とのあいだにうまれ、幼くして社会の罪悪面を
知り、本土から来る教師らの侮蔑のなかで教育をうけた。沖縄中学卒業後、一年間東京で予備校生活をしたのち七高に入った。が、学費がつづかず、一年在学しただけで退学した。
その後、沖縄に帰り、小学校の代用教員、郡役所の書記などを経て、ふたたび上京すると、苦学しながら日本大学（夜学）を卒業し、弁護士となっ
た。かれは若くして共産主義の実践活動に挺身した。
徳田が終生その信条としたのは、利己心をすて、何らむくいられることを期待せず、大衆の生活の安定とその向上に献身することであった。
（
0）上杉慎吉『帝国憲法逐条
譜ふ
義ぎ
』 （日本評論社、昭和十年五月） 、五頁。
（
1） 『証言 　私の昭和史 　

　戦争への道』 （旺文社、昭和五十九年十一月） 、一一五頁。
（
）松本清張『昭和史発掘 　
4』 （文藝春秋、平成十七年六月） 、三三三頁。
90（）
社会学伝来考
（
3） 『翼賛議員銘鑑』 （議会新聞社、昭和十八年一月）を参照。
（
4）竹前栄治『占領戦後史』 （岩波書店、平成十四年七月） 、一三六頁。
（
） 『竹内賀久治伝』 （大空社、平成九年九月） 、一二三～一二四頁。
（
6） 『学徒練成』 （早稲田大学出版部、昭和十八年四月） 、五八頁。
（
）社会学者の松本潤一郎は、 「社会科学はつねに
偏へん
頗ぱ
な（かた寄った）一面的な理論を排撃しつゝ、人生、国家の真の目的に奉仕する性質をもってい
る」と、いい、さらに社会科学の中心である社会学は、国家的性格を盛りあげるべきであり、学術研鑽の道もまた窮極において国家社会の存在・発展にたいする翼賛（助けること）の大義に存する、と自著『社会学新講』 （日光書院、昭和
18・
9）の「序」において語っている。このように松本は、
戦争中、国家主義的になり、時流に る傾向を濃厚にしめした。
（
8） 『横浜事件
―
言論弾圧の構図』 （岩波書店、昭和六十二年一月） 、二頁。
（
9） 「細川嘉六インタビューカッパ放談」 『横浜事件 　木村享 　全発言』所収、 （インパクト出版会、平成十四年二月） 、一一七頁。
（
30）注（
8）の三頁。
（
31）笹下同志会編『横浜事件資料集』 （東京ルリエール、昭和六十一年十二月） 、二～三頁。
（
3） 『横浜事件三つの裁判』 （高文研、平成七年一月 、一二頁。
（
33）中村智子『横浜事件の人びと』 （田畑書店、昭和五十四年五月） 、二七四頁。
（
34） 『日本終戦史 　上巻』 （読売新聞社、昭和三十七年八月） 、一三
（
3）武石長雄「新しき天皇制の確言」 （ 『民の声』所収、株式会社新日本、昭和 十一年五月）
（
36）家永三郎『津田左右吉の思想的研究』 岩波書店、昭和四十七年六月 、四三八頁。
（
3）徳田球一「天皇制の下に民主々義、社会主義の建設が出来るか」 （ 会評論』所収、ナウカ社 二十一年二月）
（
38）高倉テル「天皇制ならびに皇室 問題」 （ 中央公論』八月号、昭和二十一年八月）
（
39）竹前栄治『占領戦後史』 （岩波書店、平成十四年七月） 、一四一頁。
（
40）同右。
（
41）家永三郎『戦争責任』 （岩波書店、平成十四年一月 、二八一頁。
（
4）注（
39）の九〇頁。
（
43）伊豆公夫「天皇支配の成立過程」 （ 『新日本史講座（古代前期 』所収、 中央公論社、昭和二十六年二月） 、三頁。
（6）89
（
44） 『神皇正統記』 （
国こく
幣へい
中ちゅう
社しゃ
白しら
山やま
此ひ
咩めの
神社、昭和九年十一月） 、一頁。
（
4）家永三郎「新しき実証史学への期待
―
最近の歴史書」 （ 『書評』第四号所収、昭和二十二年五月）
（
46）注（
43）の八頁。
（
4）伊豆公夫「日本社会史」 ［第三回］ （ 『社会評論』所収、昭和二十二年三月） 、六一頁。
（
48）伊豆公夫「日本社会史」 ［第二回］ （ 『社会評論』所収、昭和二十一年十二月） 、六二頁。
（
49）同右。
（
0）田山夫『われらの社会学』 （くれは書店、昭和二十三年六月） 、一二五頁。
（
1）土屋喬雄「 『国史』の科学的研究」 （ 『潮流』第 号所収、昭和二十一年二月）
